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1：50,000地質図幅 
説   明   書                       (昭和35年稿) 

 

 

鳥取北部・鳥取南部 
（岡山―第11号・第21号） 

 

 
「鳥取南部」図幅および「鳥取北部」図幅の調査は，昭和32年秋季から同34  

年春季にかけて行なわれた。調査者のうち，村山は中生代後期火山砕砕および迸  

入砕砕を，一色は三郡変成砕砕および“鮮新世”火山砕砕を，坂本は中新世鳥取  

層群および第四系を，それぞれおもに担当した。なお，「鳥取北部」図幅の占め  

る地域の面積が狭少であり，かつ両図幅は地質的に関連性が非常に深いので，地  

質説明書はこゝに一括して記述する。  

 

 

Ⅰ．地   形 
 

本図幅地域は註1)，鳥取県の東部を占め，中国地方の脊梁山地から日本海にいたる 

北側斜面上に位置している。地域内には開析のよく進んだ海抜 1,200m 以下の山地が 

広く発達し，海抜 1,000m を超える山地は，図幅地域南西隅の高鉢山―高山を中心と 

した狭い範囲に過ぎない。この高鉢山―高山地域を中心として，南北性，北東-南西 

性，および東西性の河谷が放射状の分布を示している。 

図幅地域東部を北流する千代
せんだい

川の下流部には，鳥取市街を中心としたやゝ広い三角 

州性の冲積平野が拡がっている。この鳥取平野の周辺は明瞭な地形的境界をもって山 

地と接し，山地の突端が半島状や離れ島状に平野内に突出して典型的な沈降型山麓線 

を示している。平野の表面は低平で，鳥取北部図幅地域内では海抜 5m 以下，鳥取南 

部図幅地域内でもその主部は海抜 10m 以下に過ぎない。このような特色をもった鳥 

取平野は，かつて存在した湾がその後千代川やその支流の河川の運び込む土砂で埋め 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 1 ）以下の記述で，単に図幅地域と述べた場合は，両図幅地域を含めた全体の地域を示すものとし，とくに必要 

な場合には個々の図幅名を冠することにする。 
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立てられて生じたものである。このほか，冲積平野としては，図幅地域北西部の小河 

川に沿って狭く分布するものが認められる。 

一般に，鳥取県東部では，段丘や扇状地がほとんど発達していないのが 1 つの地形 

的特色となっているが，本図幅地域内でも，河岸段丘としては，図幅地域東縁部の八
はつ

 

東
とう

川と私都
きさいち

川との合流点付近に明瞭なものがあるに過ぎない。また明らかに海岸段丘 

と認められるものは存在しない。 

日本海沿岸では，各地に海岸砂丘の発達するところが多いが，本図幅地域内でも， 

鳥取市北部を始め，西方の浜村付近の海岸などに砂丘が連なっている。なかでも鳥取 

市北方の鳥取砂丘は註2)，山陰地方でも最大といわれるほどに大規模で，幅約 2 km， 

延長は図幅地域外の東隣地域も含めて約 14 km，高さは最高点において海抜 100m を 

超え，その一部は天然記念物に指定されている。この砂丘の諸処には基盤砕が露出し 

ており，冲積平野地下の基盤の深さを考えあわせると，砂丘全体が基盤の台地状の高 

まりの上にのっているものと推定される。また，この砂丘が北方から南方へ，すなわ 

ち内陸側へ移動しつゝある現象が諸処で認められ，その一つとして，現在は多鯰ヶ池 

北岸にある弁財天社の場所が，1867年頃までは池のなかに浮かぶ島であったことが知 

られている。 

本図幅地域内の目立った湖沼としては，海岸地域にある湖山池と多鯰ヶ池が挙げら 

れる。湖山池は，東西 4 km，南北 2.4 km，湖岸線の長さは 16 km，また面積は 

6.8 km2である。水位は海抜 3 m で，池の大部分は水深 3 m 内外であるが，津生島 

東方でもっとも深く 9 m に達する。一方，多鯰ヶ池は，面積 0.248 km2で狭いが，湖 

岸線は複雑な凹凸に富んでいる。流入する大きな川もなく，また排出する川もない。 

水位は海抜約 15 m であるが，季節的な変動が著しく，年間 2.5 m に達する。春先の 

雪どけごろに水位は最高となり，夏の終わりごろから次第に低下する。なお，これら 

2 つの池がいわゆる潟湖に相当するものであるか否かについては，まだ確かな資料は 

得られていない。 

最後に，1943年の鳥取大地震によって生じた，本図幅地域内の地震断層について触 

れておくことにする（関係文献は巻末に一括して記してある)。 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 2 ）こゝでいう鳥取砂丘は，狭義の鳥取砂丘と，同砂丘の西方の湖山砂丘，および東方図幅外の福部砂丘を含め 

たものである。 

1943年 9 月10日午後 5 時37分ごろ鳥取地方を襲った烈震により，本図幅地域を主と 

する地方では，死者 1,005 名，重軽傷者 3,084 名，全壊家屋 7,527，半壊家屋 6,211 

の著しい被害を生じた。冲積地上に建設された家屋の多い千代川流域では，とくに家 

屋倒壊による被害が大きかった。井上宇胤（中央気象台）はその震源を鳥取市市街の 

南西約 8 km の野坂川中流域の地下約 10 km と推定した。 

地震の直後，主として東京大学地震研究所を中心とした地球物理学的および地質学 

的調査，測定が行なわれた。調査の結果，この地震に伴なって鹿
しか

野
の

および吉岡と名付 

けられた 2 条の地震断層が形成されたことが確認された。津屋弘逵は，これら地震断 

層線の上，あるいはその近くに同方向の古い断層が存在することを，幾つかの地点で 

確認し，地震によってそれら古い断層が再活動したと考えた。鹿野・吉岡両地震断層 

の位置は地質図幅および第 1 図に示してある。現在，これら断層の位置を野外で確認 

することはきわめて困難である。以下の記載はすべて津屋弘逵の報告によるものであ 

る。 

吉岡断層 この地震断層をほゞ連続的に地表で追跡し得た範囲は，西は吉岡温泉の 

南西方にある長柄部落の南端から東微北方向に新町・吉岡神社・三山口・大塚を通過 

して，野坂部落の南端付近に至る東西約 4.5 km の間である。断層の北側は南側に対 

して，相対的に，最大 50cm，全般的には 10～40cm 沈下し，東方へ最大 90cm，全般 

的には 10～40cm 水平移動した。断層面はほとんど垂直に近いが，むしろ南方へ急傾 

斜する逆断層を表わすものと津屋弘逵は考えた。各測定地点におけるこの断層の水平 

移動，垂直移動，走向その他を第 1 表にまとめて示してある。 

鹿野断層 この地震断層をほゞ連続的に追跡し得た範囲は，西は鷲峰山北側の山麓 

から東北東方向に末
すえ

用
もち

・法楽寺・洞谷
ほらだに

および雙六原を順次通過して，東は口細見に 

至る間の東西約 8 km の間である。断層の西南西翼では，北側が南側に対して最大 

75 cm，全般的には 10～35 cm 沈下し，東方へ最大 150 cm，全般的には 60 cm 以下 

水平移動した。一方東北東翼では，南側が相対的に最大 50 cm，全般的には 25 cm以 

下沈下し，西方へわずかに水平移動した。断層面は北方へ 60～70ﾟ傾斜するらしく， 

したがって雙六原付近を軸心とする蝶番断層で，西南西翼は正断層，東北東翼は逆断 

層の形式をとったものであった。各測定地点におけるこの断層の水平移動，垂直移 

動，走向その他を第 2 表にまとめて示してある。 

32 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．地   質 
 

Ⅱ．1 概  説 

 

本図幅地域の地質は，生成時代の古いものから，(1)時代未詳の弱変成古生層，(2) 

中生代後期の火山砕砕，(3)同火山砕砕を貫く中生代後期(～古第三紀)の迸入砕砕註3) 

(4)新第三系，および(5)第四系で構成されている。 

本地域の地質構成員のうち，とくに中生代後期以前に属する各砕層は，西隣する青 

谷図幅29)，倉吉図幅29)，および奥津図幅30)，南隣する智頭図幅,あるいはまた久世図 

幅（ 7 万 5 千分の 1 )9) などのそれと多くの点で関連が深く，分布上その北東の延長 

部に相当する位置にあるので，これらの各図幅の資料の大要をまとめて第2図に概略 

図として示してある。なお，新第三系は本地域の東方地域に連続して広い分布を有す 

ることが知られているが，まだ東隣する各地質図幅の調査が行なわれておらず，かつ 

それらの地域に関する資料21)24) との比較検討が充分なされていないので，概略図に 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 3 ）この迸入砕砕のうちの新期のものには，後述するようにその迸入時代が古第三紀のものがある可能性が充分 

考えられるが，現在のところは，単に中生代後期迸入砕砕として表現しておくことにする。 

は東方地域は省略してある。 

図幅地域の南部には，花崗砕砕および火山砕砕の迸入あるいは被覆を受けて，東西 

に連なる形態を示して弱変成古生層が分布する。この分布地域の東方の若桜町付近 

（東隣の若桜図幅，村岡図幅地域内）には，弱変成を受けた古生層の存在が古くから 

知られているが，本地域のものはその西方延長部にあたる。 

一般にかなり限られた分布を示すこのような弱変成古生層は，本地域以西の西南日 

本内帯に点在していて，全体として三郡変成帯と称されている。本地域のものもその 

砕相からみてその一員であると考えられ，全体の分布からみるとその東端部に近い。 

本地域の弱変成古生層は，広域変成作用を受けた粘板砕～千枚砕およびチャートを 

主とし，少量の砂砕・玄武砕熔砕を挾有している。 

このように分布が限定され，かつ連続していないため，新期の砕層に境された個々 

の孤立砕層の調査のみでは，その全体にわたる性格がつかみにくく，日本の他の変成 

帯に較べて調査研究がおくれている。しかし，それ自体の砕石学的研究に加えて，他 

の諸砕砕との関連性の探究に適した諸地域における調査，すなわち中国地方における 

非変成古生層，舞鶴帯あるいは領家変成帯などとの関係のより深い究明などが基にな 

って，今後その全体の様相が明らかになることと思われる。 

地域を北東-南西に斜行して中生代後期火山砕砕が分布する。こゝに中生代後期火 

山砕砕としてまとめたものは，地域内の火山砕砕のうちで，花崗砕砕を主とする迸入 

砕砕に貫かれているもので，これ以外の火山砕砕は迸入砕砕を覆う新第三系に属する 

ものである。このような本地域の中生代後期火山砕砕と同様な性格を有する砕砕は， 

第 2 図に示されるように西方地域にもその存在が認められ，また同図よりもさらに西 

方の，中国地方中部あるいは西部域にもより広い領域を占めて分布している。本図幅 

地域内の中生代後期火山砕砕は，主として石地地山砕～流紋砕質の火山砕 砕砕や熔  

砕流からなるが，時代を確定し得る化石を産せず，三郡変成砕生成以後，花崗砕砕迸 

入以前というほかにはその生成時代を知るすべがない。本砕砕の時代について，他地 

域との関係を検討すると，次の諸資料が得られる。中国地方中東部の諸資料18)31) に 

よれば，該地域の中生代火山活動は 2 期にわけられ，流紋砕を主体とする累層は，白 

堊紀最上部に相当する地山砕を主とする累層に覆われることが報ぜられている。 

また第 2 図に示される西方地域で中生代後期火山砕砕としたものは，地山砕質の部 
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分が主体をなしていて，これと本地域の珪長質火山砕砕との関係も直接には観察され 

ていない。したがって，中国地方中東部に分布し時代をほゞ決定し得る中生代火山砕 

砕と，本地域のものとの関連性の追跡，および西方地域の地山砕質累層と本地域の流 

紋砕質累層との関係の解明が，本地域の中生代火山砕砕の時代決定についての有力な 

手がかりであると思われる。本地域における中生代後期火山砕砕の分布は，新期砕砕 

に境されているとはいえ北東-南西方向の狭長な分布形態を示しており，西隣する倉 

吉図幅地域においても，倉吉から南西方向をとって同砕砕が残存点在している。この 

ようなことは，同火山砕砕の主体は脊梁地域に東西にわたり広く分布しているとして 

も，その一部のものは北東-南西方向の限られた地域に，おもに構造的な制約を受け 

て出現したことを示すようである。 

こゝに述べた火山砕砕中の一部の凝灰角礫砕中には，礫として半深成砕的な花崗質 

砕石を含有している。この礫の起源は不明であるが，いろいろの問題が含まれている｡ 

すなわち，少なくとも本地域の迸入砕砕のほとんどすべてのものは，同火山砕よりも 

新期の迸入になるものであることが確かめられるから，それらは当然該礫の直接の起 

源とは考え得ない。同様な問題はすでに西隣図幅地域でも生じており，さらにはより 

西方の地域でも報ぜられている。このように花崗砕礫の起源の問題についてば，解明 

されるべき多くの問題が残っているが，同火山砕砕自体の生成機構にも関連し，ある 

いは諸処に，比較的小砕体として分布する迸入砕砕の一部のものの迸入時代にも，当 

然関係しているので，その方面からの追求がのぞまれる。 

これまでに記述した弱変成古生層および中生代後期火山砕砕は，花崗砕砕を主とす 

る迸入砕砕に貫かれ，接触部の諸処ではその影響によるホルンフェルス化を受けてい 

ることが確かめられている。 

これらの迸入砕砕は，その分布，迸入様式，あるいはまた主砕相の特質，相違によ 

って次の 3 種に区分することができる。すなわち(1)迸入位置がほとんど中生代後期火 

山砕砕分布地域内に限られ，かつ小砕体を形成する斑糲砕～閃緑砕および文象斑砕な 

ど，⑵南部地域に分布する（角閃石）黒雲母花崗砕，および⑶地域北半部に広い領域 

を占める黒雲母花崗砕の 3 者である。これら 3 者のうちでも，とくに⑴のもつ諸性質 

は他と較べてきわめて特徴的なものであって，その露出状態の砕似性のみからみても, 

火山砕砕と密接な関連のあることがうかがわれ，両者の活動時期はおそらく一連であ 

るものと考えられる。⑵については，図幅地域のみでは分布も限られ，他の 2 者と直 

接する部分もないので相互の関係を知ることが不可能であるが，第 2 図に示した西隣 

地域においては，⑴よりは新期のもので，かつ⑶とは一連の迸入時期に属しながらも 

⑶よりは早く迸入固結したものと解し得る。したがって，本図幅地域の迸入砕砕は古 

期のものから⑴→⑶の順序の迸入時期をもつものとしてよいであろう。また，本地域 

一帯で，これら迸入砕砕全体の迸入時代について知り得ることは，その下限が中生代 

後期火山砕砕の生成後であり，上限が新第三紀中新世砕層の堆積前であるということ 

のみであって，同火山砕砕の時代の決定によりその下限が確定することになる。 

なお，中国地方の迸入砕砕の区分あるいは活動時期に関しては，中東部地域におけ 

る資料18) によれば，山陽地方の領家帯から北方地域の迸入砕砕は，中央深成砕群・ 

広島花崗砕複合体および因美花崗砕複合体の 3 者に区分されており，また中国地方西 

部地域の迸入砕砕はさらに細区分されている。これら西方地域と東部の本地域一帯の 

迸入砕砕活動時期などについての対応関係は，まだよく確かめられておらず，未解決 

の問題が多く残されている。 

これまでに述べてきた各砕砕は地表で風化侵蝕を受けた後，地域一帯で新第三系に 

被覆されている。地域の新第三系のおもなものは次のように大きく 2 区分される。す 

なわち，⑴地域東部の鳥取市街南方地域の沈降盆地に積成した中新世前期―後期に属 

する各種砕層……鳥取層群，および⑵それ以後のおそらく鮮新世を中心とする時代に 

活動したと思われる地域一帯の火山砕砕……“鮮新世”火山砕砕，の 2 者である。鳥 

取層群を積成した沈降盆地は，さらに東方の地域，すなわち兵庫県北部の北但馬地域 

に広く開けていたようで，その地域には本層群と同様な内容をもつ堆積物の形成が報 

ぜられている21)24)。なお，本地域以西におけるほゞ同時代の積成盆地は島根県の松江 

―出雲を中心とする地域にその存在が認められている。 

なお，分布が狭少であったり孤立しているために確定はできないが，おそらく鳥取 

層群と生成時期を同じくするものとして，鳥取南部図幅南縁部の舂
つく

谷
だに

礫砕層，西縁部 

の中津火山砕砕，および鳥取北部図幅東縁部の円護寺火山砕砕が挙げられる。また， 

鳥取市南方にある残丘状の大路流紋砕は，冲積堆積物に囲まれているために，その所 

属がはっきりしないが，おそらく鳥取層群に属するか，あるいはまた中生代後期火山 

砕砕に属する可能性もある。 
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“鮮新世”火山砕砕は，上述の中新統堆積地域にも，あるいはまたその基盤をなして 

いる古期の諸砕砕分布地域にも，普遍的に噴出している。この鮮新世の火山活動は， 

本図幅地域および西隣の倉吉・青谷図幅地域を中心として行なわれた。火山活動は地 

山砕～石地地山砕の爆発的噴火にはじまり，引き続いて玄武砕から流紋砕にわたる各 

種の熔砕が穏やかに流出したものである。 

第四系は局地的に分布する崖錐堆積物，鮮新世およびそれ以前の砕層からなる山地 

を刻んだ河川周辺に分布する冲積平野，および海岸地域の砂丘からなる。段丘の発達 

はきわめて悪い。砂丘は近年においても，内陸に向かって移動しつゝある。 
 

Ⅱ．2 弱変成古生層（時代未詳） 
 

本図幅地域の南縁には，中生代後期およびそれ以後の各種砕層に覆われて，粘板砕 

～千枚砕およびチャートを主とし，少量の砂砕・玄武砕熔砕を挾有する広域変成作用 

を受けた弱変成古生層が東西に細長く分布している。本砕層は東隣図幅地域の若桜町 

付近に分布する千枚砕～結晶片砕砕とともに，以前から三郡変成帯の東端を構成する 

ものと考えられていた。 

本図幅および東隣図幅地域のこれら弱変成砕の片理面の走向は，おおよそ東西，傾 

斜は北落ちであるが，小褶曲のため，かなり乱されている。図幅の南東隅，用瀬町の 

北東地域では，本層を構成する各種砕層の野外における分布状態から，本層は緩く北 

方へ傾斜しているものと推察される。この地域における見掛け上の層序は次のように 

なる。 

上位 縞状および塊状チャート（～珪砕）を主とし，珪質千枚砕を伴なう。マンガ 

ンを含むことがある。 

下位 黒色粘板砕～千枚砕を主とする。砂砕の小レンズを含有すること，あるいは 

砂砕の薄層を挾有することがある。少量の玄武砕熔砕を伴なう。 

図幅の南西隅，佐治川上流地域では，本層は分布が狭く，また野外調査も不充分な 

ため層序区分をすることはできない。地質図幅では，玄武砕熔砕のみを区別して塗色 

してある。 

本地域および隣接地域に分布する本層からは，年代を指示するような化石はまった 

く産出しないので，原砕の正確な年代を知ることができない。また広域変成作用の時 

期についてもなにも確証がない。しかし，本地域の南西約 80 km にある岡山県川上郡 

成羽町南方では，本層と砕似する弱変成砕層が，石炭紀中頃の含化石不変成層の下位 

に潮移的に続き，かつ後期三畳紀の成羽層群に不整合に覆われている25)。このことか 

ら，本図幅地域の本砕層についても，原砕の時代は石炭紀，広域変成作用の時期は後 

期三畳紀以前と，仮に考えておく。 

以下代表的な砕石について，簡単に記載する。 

黒色千枚砕（NI 57102702)：鳥取県八頭郡佐治村，佐治川北谷の支谷（地質図幅上 

の a 地点)。本砕は，肉眼的には，黒色で，片理面が発達し,その面上に線構造が認め 

られる。鏡下で観察すると，平均径約 0.03mm，きわめて微細な石地・斜長石・白雲 

母・緑泥石・炭質物（石墨 ? ）・鉄鉱および少量の炭酸塩鉱物からなる。やゝ砂質の 

部分は炭質物に乏しいが，上記鉱物のほかに，黄緑～緑色電気石やジルコンが存在す 

る。主として石地からなる細脈およびプールが見られる。再結晶鉱物か，あるいは原 

砕の鉱物かの判定ははなはだ困難である。 

砂砕（NI 57102704)：上記砕石採集地点の上流約 600m（地質図幅上の b 地点)。本 

砕は，肉眼的には灰色で，径 1 mm に達する堆積源の白雲母および黒色千枚砕小片の 

平行配列によって示される弱い層理が認められる。鏡下で観察すると，主として平均 

径 0.3mm の角ばった石地・斜長石（灰曹長石～曹長石）および白雲母からなり，少 

量かつ小型の炭質物・鉄鉱・ジルコン・燐灰石およびチタナイトを伴なう（これらは 

すべて堆積源と考えられる)。これら鉱物粒の間を，再結晶作用によって生じたと考 

えられる微細な石地および白雲母がみたしている。 

石地粒には正常な消光を示すものもあるが，かなりの量は波動消光を示し，またい 

くつかの粒がかみ合って 1 つの粒を構成しているものもある。斜長石には双晶面が屈 

曲したもの，くい違ったもの，あるいは撓曲したものがある。また微細な白雲母にほ 

とんど完全に置換されたものがある。堆積源と考えられる大型の白雲母は，多くの場 

合，撓曲している。 

これら鉱物粒のほかに，黒色千枚砕の小片およびきわめてまれに石地および不透明 

鉱物（鉄鉱 ? ）からなる角ばった小片（長さ約 5 mm）が含まれる。後者では，微細 

な不透明鉱物が縞状に配列し，石地粒のあるものは不透明鉱物粒の表面から成長した 

ような見掛けを呈している。この小砕片の原砕がなんであるかは，はっきりしない。 
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縞状チャート（NI 58092901)：鳥取県八頭郡用瀬町，下平部落の北，川の右岸（地 

質図幅上の c 地点)。本砕は，肉眼的には灰黒色で，厚さ約 2 cm のチャート質な部分 

と，厚さ 0.2～0.3 cm の千枚砕質な部分（片理面上に線構造が見られる）とが，規 

則正しく互層している。幅 1 ～ 2 mm の白色石地脈に貫かれている。鏡下で観察する 

と，チャート質な部分は径 0.01～ 0.02 mm のきわめて微細な石地が主成分鉱物であ 

って，その他に淡黄～淡緑色雲母・緑泥石・炭質物および鉄鉱（ ? ）が副成分鉱物と 

して存在する。このチャート質部分には，清澄な微細石地からなる，径約 0.1mm の 

やゝ偏平な球体あるいは球殻体がかなりの量見られる。これらは放散虫遺体と考えら 

れる。径約 0.1 mm の柘榴石（a0＝11.59Å註4)，スペッサルティンであろう）が，単 

体であるいは集合体をなして散在している。この柘榴石は，多くの場合不定形で，微 

細な包有物に富み，また雲母の多い千枚砕質部分に多く産するように見える。 

 白色細脈は波動消光を示す石地からなり，ほかに淡黄～淡緑色雲母・緑泥石・炭酸 

塩鉱物およびきわめて少量の柘榴石を含む。 

柘榴石の変質物と考えられる緑泥石・炭酸塩鉱物・鉄鉱（ ? ）集合体が少量存在す 

る。この柘榴石が広域変成作用によって形成されたものか，あるいは後の花崗砕貫入 

に伴なう接触変成作用（現在の地表において，花崗砕体との接触面から約 0.5 km の 

距離にある）によるものか，どちらともわからない。 

珪質千枚砕（NI 58093006)：鳥取県八頭郡用瀬町，大地興寺の下の崖（地質図幅上 

の d 地点)。本砕は，肉眼的には，帯赤色，千枚砕質である。こゝの露頭では，白色 

チャート（～珪砕）と細かく互層している。鏡下で観察すると，主成分鉱物は微細な 

石地・白雲母および水酸化鉄鉱（ ? ）で，着色の原因は水酸化鉄鉱（ ? ）によるもの 

と思われる。ほかに少量の炭酸塩鉱物およびチタナイトがある。大型に成長した石地 

からなる細脈やプールが発達している。 理し 易いのは白雲母が平行配列しているか 

らである。 

玄武砕（NI 58093002～5)：鳥取県八頭郡河原町和奈見部落の南東方，千代川にか 

かった和奈見橋の下流左岸（地質図幅上の e 地点)。玄武砕の見掛け上上位には，黒 

色千枚砕および珪質千枚砕の互層が来るが，下位は現河床礫に覆われて露出していな 

い。本砕は厚さ約 30m，中央部は緑色塊状で片理は認められないが，上部および下部 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 4 ）ノレルコ Ｘ線計数回析装置を用い，(640）および（642）の反射の 2θ角から，単位胞の長さ a0を求めた。 

は緑色あるいは赤紫色で，片理面が発達している。処々に最大 1 m × 2 m の塊状の部 

分が存在する。塊状の部分と片状の部分との境界は割合にはっきりしているが，それ 

ぞれ独立した単位のものではなく，全体として 1 つの単位のものである。片状構造の 

発達する部分は原砕の上・下部をなす砕滓質部分を表わすものである。このような野 

外での見掛けおよび後に述べる鏡下での観察から，本砕は熔砕流と考えられる。 

上部を代表する 1 標本（NI 58093003）は，肉眼的には，緑色片状で，原砕の多孔 

質構造が見られる。鏡下では，原砕の石基の構造などが残されているが，もとの鉱物 

はほとんどすべて変質（～変成）鉱物に変わってしまっている。原砕には，斑晶とし 

て長さ 2 mm に達する橄攪石があったようであるが，現在は緑泥石および少量の方解 

石・チタナイトによってまったく置換されている。石基の部分は，現在，アルカリ角 

閃石・緑泥石・チタナイト・曹長石・方解石および石地によって占められている。孔 

は大部分方解石によってみたされているが，孔 はに接して曹長石が，そのすは内   

側には淡黄緑色のスティルプノメレンが発達する。緑泥石を伴なうこともある。アル 

カリ角閃石は累帯構造を示し,中心部は褐色角閃石（γmax.＞1.660,c∧Z≒17ﾟ,Z＝や 

や淡い褐色),中間部は紫色角閃石(γmax.＝1.660,b＝Z, c∧Y≒20ﾟ,多色性 X＝ 淡黄 

色，Y＝青色，Z＝紫色)，外縁部はほとんど無色の角閃石（αmin.＝1.624，γmax. 

＝1.645,b＝Y，c∧Z≒21°）からなる｡褐色角閃石を欠く場合が多い｡中間部の紫色角 

閃石は，その光学的性質から判断して，クロッサイトであろう。他の部分もこのクロ 

ッサイトと密接に伴なうから，アルカリ角閃石であろう。 

片状構造を示す熔砕上部には，片状構造のまったくない砕塊が含まれている。その 

1 標本（NI 58093002）を鏡下で観察すると，片状部分で見られたアルカリ角閃石は 

まったく含まれていない。 

熔砕の中央部は緑色塊状で，その 1 標本（NI 58093004）を鏡下で観察すると，原 

砕の構造は残されているが，もとの鉱物は残っていない。原砕は無斑晶質で，現在の 

構成鉱物は，主として曹長石・緑泥石・チタナイト，および白雲母で，少量の鉄鉱 

（やゝ大型に成長している）・石地および方解石を伴なう。この部分でもアルカリ角 

閃石はまったく認められない。 

熔砕の下部は赤紫～緑色で，上部と同じように片状構造が発達している。また片状 

構造のない砕塊をときどき含んでいる。赤紫色を呈する部分は，熔砕流出時に酸化作 
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用を受けた部分と考えられる。この部分 (NI 58093005) を鏡下でみると,酸化鉄( ? )･ 

白雲母・曹長石・緑泥石および石地からなり，チタナイトを欠く。 

アルカリ角閃石が片状構造の発達する熔砕上部にのみ産することは，顕著な事実で 

ある。 

佐治川上流地域の本層中には，片理に平行な，あるいは片理を切った玢砕～地山砕 

砕脈がしばしば見られる。多くの場合，変質作用を受けて白色砕化している。南隣智 

頭図幅地域内の佐治川三王滝付近には，これらの砕脈と同時代と考えられる輝石閃緑 

砕砕脈（急冷周縁相を有する）があり，これは周囲の古生層とともに花崗砕による熱 

変成作用を受けている。このことから，砕脈の迸入時期は花崗砕迸入以前であること 

になる。なお，地質図幅ではこれら砕脈はすべて省略してある。 

弱変成古生層は図幅地域の南縁部で，中生代後期～古第三紀と考えられる花崗砕砕 

の迸入を受けてホルンフェルス化している。以下これに関する諸現象について簡単に 

記述する。 
 

弱変成古生層起源のホルンフェルス類 
 

弱変成古生層と花崗砕砕との接触関係は次の諸地点で観察される。1)鳥取県八頭郡 

用瀬町，国鉄因美線用瀬駅の北北東約 500 m，線路の東側にある墓地の火葬場の裏， 

2）鳥取県八頭郡佐治村葛谷部落の北方約 700m の地点，3）岡山県苫田郡上斉原村， 

中津河川上流サブ谷（サブ谷とカイ峠ノ谷との合流点からサブ谷を約 500 m さかのぼ 

った河床)。このうち1)および2)は用瀬町付近に分布する花崗砕体との接触部であり, 

3）は南西方に連なる奥津図幅地域に広く分布する花崗砕体との接触部である。これ 

らの地点では，弱変成古生層に由来する泥質砕源ホルンフェルスのレンズ状砕体が花 

崗砕中にとりこまれていたり，あるいは花崗砕質砕脈が貫いていたりする。接触変成 

作用によって泥質砕中に黒雲母を生じている範囲は地質図幅に示してあるが，用瀬町 

付近ではその幅が 0.5～1.5 km であり，図幅南西隅地域では一般にこれよりも広い。 

これは，前者では花崗砕の迸入面が立っており，後者では弱変成古生層下浅処に伏在 

しているという迸入様式の相違にもその一因があるものと考えられる。 

以下に，熱変成作用を受けた砕石のうち，代表的なもの数例につき略述する。 

黒雲母含有千枚砕（NI 58100306)：鳥取県八頭郡船岡町手尾の谷上流（地質図幅上 

の f 地点)。本砕は，肉眼的には，接触変成作用をまったく受けていない黒色千枚砕 

と区別をつけることはできないが，鏡下で観察すると，石地・白雲母・炭質物や少量 

の緑泥石・斜長石および鉄鉱などのほかに，淡黄褐色の“雲母”（複屈折は白雲母と 

ほゞ同じあるいはやゝ高い)，およびきわめて少量の淡褐色黒雲母（クロット状をな 

す）が含まれる。後 2 者は接触変成作用の産物と考えられる。淡黄褐色“雲母”は黒 

雲母への中間段階にあるものであろう。 

柘榴石白雲母黒雲母ホルンフェルス（NI 58100303a)：鳥取県八頭郡用瀬町赤波(地 

質図幅上の g 地点)。本砕は，肉眼的には，黒色塊状に近いが，片状構造がまだ残さ 

れており，鏡下でも，炭質物の片状配列のなごりが認められる。構成鉱物は，主とし 

て石地・淡褐色黒雲母・白雲母・炭質物および柘榴石であって，少量の緑泥石・鉄鉱 

および斜長石を伴なう。これら鉱物の過半は接触変成作用の産物と考えられる。平均 

径約 1 mm の白雲母に富む点紋が，主として石地および黒雲母からなる基質中に散在 

する。 

柘榴石含有白雲母黒雲母ホルンフェルス（NI 58100709a)：鳥取県八頭郡佐治村葛 

谷（地質図幅上の h 地点)。本砕は，肉眼的には，白褐色塊状で，もとの片状構造は 

まったく認められない。径約 1 mm，濃赤色の自形の柘榴石がまれに認められる。鏡 

下で，構成鉱物は，主として，石地・褐色黒雲母（X＝淡黄色，Y≒Z＝褐色）・白雲 

母であって，少量の電気石（O＝黄褐色，E＝淡黄色）および斜長石を伴なう。黒雲 

母の大部分は，緑泥石と鉄鉱とに変わっている。 

以上の諸例は，用瀬町付近に分布する花崗砕による弱変成古生層の接触変成の例で 

あるが，図幅南西隅地域から奥津図幅地域にかけて分布する花崗砕による接触変成作 

用のあらわれ方も，上記の諸例と同じものである。なお，これらの例は泥質砕起源の 

ホルンフェルスに相当するが，泥質砕あるいは珪質砕中にわずかに挾在する玄武砕起 

源のホルンフェルスについて，その代表的なものを以下に略述しておく。 

黒雲母含有角閃石ホルンフェルス（NI 57102505)：鳥取県八頭郡佐治村，佐治川本 

谷（地質図幅上の i 地点)。本砕は，肉眼的には，暗緑色塊状で，黒雲母のクロットを 

ごくまれに有する。鏡下では，不透明鉱物（鉄鉱 ? ）とチタナイトとの配列によって 

示される原砕の多孔質構造と，まれではあるが，橄攪石仮像と思われるものとが見ら 

れる。構成鉱物は角閃石（αmin.＝1.644，γmax.＝1.675，2V(－)＝65～69ﾟ，c∧Z＝ 
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21ﾟ，X＝非常に淡い黄色，Y＝淡黄緑色，Z＝淡緑色，Y＞Z＞X)・斜長石（αmin.＝ 

1.545，γmax.＝1.556，An32～38)・チタナイト・不透明鉱物（鉄鉱 ? )・緑泥石および 

少量の淡褐色黒雲母（X＝非常に淡い黄色，Y≒Z＝淡褐色）である。斜長石は集片 

双晶を示し，またやゝ変質して微細な白雲母を生じている。緑泥石は他の鉱物粒の間 

をみたした状態で産し，その一部が黒雲母に変じている。これらのことなどから，  

本ホルンフェルスの原砕は，多孔質の橄欖石玄武砕熔砕と考えられる。 

黒雲母角閃石ホルンフェルス（NI 57102509)：鳥取県八頭郡佐治村，佐治川本谷 

（地質図幅上の j 地点)。本砕も上例と同様に，肉眼的には，暗緑色塊状である。鏡下 

では，上例と同じく多孔質構造が残されているのが認められる。また，部分によって 

は原砕の石基構造や斑晶普通輝石までが残されており，1 枚の薄片のなかでも再結晶 

の度合が一様でない。再結晶作用の著しい部分は，角閃石（αmin.＝1.653，γmax.＝ 

1.682，2V(－)＝79～86ﾟ，c∧Z＝24ﾟ，X＝非常に淡い黄色，Y＝淡黄緑色，Z＝淡青 

緑色，Y＞Z＞X)・淡褐色黒雲母(γmax.＝1.632，X＝非常に淡い黄色，Y≒Z＝淡 

褐色)・斜長石（中性長石 ? )・チタナイトおよび不透明鉱物（鉄鉱 ? ）からなってい 

る。しかし再結晶作用があまり進まず，原砕の構造を残している部分は，原砕の斑晶 

普通輝石はほとんど完全に残されており，たゞ割れ目に沿って角閃石を生じている。 

石基は微細なために構成鉱物の石定ができない。原砕にあったと考えられる孔 は，  

やゝ大型に成長した柱状角閃石（接触変成鉱物）にみたされている。これらのことか 

ら本ホルンフェルスの原砕は多孔質の普通輝石玄武砕熔砕と考えられる。 
 

Ⅱ．3 後期中生界  
 

本地域の後期中生界は，砂砕・泥砕からなる砕 砕，石地地山砕～流紋砕質の火山  

砕 砕 砕および熔砕流を主とする火山砕砕，これより新期の各種迸入砕砕で構成され 

ている。迸入砕砕はその分布，砕質，迸入時期および様式などから大きく 3 区分され 

る。なお，概説に述べたように，迸入砕砕のうち最新期の花崗砕砕の迸入時代は，正 

しくは中生代後期～古第三紀と表現されるべきものであるが，こゝでは後期中生界に 

含めて記述する。 

 

 

Ⅱ．3．1 砕  砕 砕 

 

鳥取県八頭郡河原町落河内部落（鳥取市市街の南西方約 18 km）の西方約 700 m の 

山道の北側から南西にかけた小地域（南北約 1.5 km，東西約 0.6 km）には，泥砕お 

よび砂砕からなる砕層が分布している。本砕層と周囲の砕石との直接の関係は不明で 

あるが，⑴その分布地域の北端では，後期中生界に属する火山砕 砕の見掛け上下位  

に，移過的な砕相を介在して連続的に分布すること，⑵図幅南縁地域に分布する，千 

枚砕およびチャートを主体とする弱変成古生層とは，その砕相をまったく異にするこ 

とから，こゝでは，本砕 砕砕の生成時期は前述の後期中生界火山砕砕のそれに近い  

ものと考える。 

泥砕および砂砕は，灰曹長石・カリ長石・石地・白雲母・緑泥石および粘土鉱物 

（ ? ）からなるが，斜長石をまったく含まない珪質のものもある｡これらの砕石のう 

ちには，緑簾石が脈状あるいはプール状をなして生じているものや，モザイク構造を 

示す石地集合体がプール状に散点しているものがある。 

本層の構造は確認することができなかったが，全体として北東-南西の走向で南東 

にゆるく傾斜するもののようである。 

なお，このような泥質あるいは砂質の砕層は，中国地方中部でも数ヵ所で知られて 

いる。いずれの場所でも，分布は狭く，流紋砕質の凝灰砕砕の下位に位置している｡ 

本地域のものも，産状からみると，これら中国地方中部域のものと，地質学的に同一 

の性格を有するものであるかも知れない。 

いままでに本層からは化石がみいだされていない。 
 

Ⅱ．3．2 火山砕砕  
 

本砕砕の主体は，西隣する倉吉図幅に接する南西部の中津地域から，北東部の鳥取 

市街にかけて帯状に分布する。このほかは，帯状部の北側では，鷲峯山北部および海 

岸沿いの島々の一部に，また南側では，用瀬町西方に，いずれもきわめて狭い分布が 

認められるに過ぎない。主砕体の北限は底盤状の最新期の花崗砕砕に南西-北東の境 

界で貫かれ，南限は直接基盤の弱変成古生層を覆い，さらに新第三系下部の鳥取層群 

および“鮮新世”火山砕砕などに覆われて，全体として帯状の分布を示している。し 
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たがって，現在みられる分布のみからは，主砕体が生成当初からこのような分布であ 

ったかどうかはもちろん決定できない。しかし，西方および南方地域をも含めて考え 

た場合には，本砕砕の主体がこの地域一帯では少なくとも広大な分布を有していたも 

のではなく，脊梁をも含めた東北東-西南西の方向性をもつ，かなり限られた分布を 

示しており，本図幅地域に分布するものはその北東端部に相当するものと考えること 

ができる。これらのことについてはすでに概説の項で記述してある。 

本砕が地域の北半部に底盤状に拡がる最新期の花崗砕砕と接するところでは，その 

迸入による熱変成作用を受けホルンフェルス化している（第Ⅲ図版-2)。この現象は， 

鳥取市街の南西方にあたる山ガ鼻から南方に連なる両者の接触部近辺の諸処で認めら 

れ，また地域中央部の高路西方の接触部では，ホルンフェルス化のほかに花崗砕砕に 

伴なうアプライト脈あるいは石地脈が本砕砕を貫いている。したがって，本砕砕の生 

成時期の上限は，該花崗砕砕迸入以前であることは確かである。 

本砕砕は，石地地山砕～流紋砕質の火山礫凝灰砕・凝灰砕などの火山砕 砕砕と同  

質の熔砕流とからなっている。これらのうち，確実に熔砕流とわかるものは，火山砕 

砕砕に較べるとはるかに少量である。  

以下に代表的な諸砕相について記述する。 

熔砕流は，主として，地域南部の北村の北方の稜線部から，北方の上砂見にかけて 

の地域にやゝ広く分布する。また，これと同じ砕相を有するものが，賀露町の鳥取港 

の突端部や大島に分布するが，そこでは他砕砕との関係は分からない。しかし，おも 

に砕相の砕似することと，地域の新第三系には同一の砕相を有するものが見られない 

ことなどを考えあわせて，鳥取港や大島に分布するものは，上述の北村―上砂見のも 

のと同様に，中生代火山砕砕のなかに含めておく。 

これらの熔砕流を構成する砕石は，石地地山砕～流紋砕で，全体的にやゝ緑色味を 

帯びた灰色を呈し，ほとんど大部分のものが縞状構造を有している。この縞状構造は 

縞目の幅が 1 mm 程度の細かいものから，1 cm くらいの粗いものまで変化はある 

が，連続性を有していて，いわゆる流理構造に相当するものと考えられる。流理面は 

一般に急傾斜しており，またその方向は，場所によって多少の相違はあるが，全体と 

して火山砕砕の分布方向に一致する北東-南西の方向性が強い。 

鏡下の観察によれば，斑晶のほとんど大部分は，自形性の強い斜長石で，ほかにき 

わめてまれにカリ長石および黒雲母が認められる。石地は斑晶としては認められない｡ 

石基は，結晶度の進んだ部分と進んでいない部分とが縞状をなしている。後者は隠微 

晶質であり,前者は微晶質で,構成鉱物として石地・長石が認められる（第Ⅲ図版-1)｡ 

なお,図幅地域のほゞ中央にあたる小原の南方には,その分布状態は不明であるが， 

縞状構造を示さない石地地山砕～流紋砕が分布している。この地点のすは北方には， 

黒雲母花崗砕が迸入していて，該砕石に熱変成作用をあたえている。 

地域の火山砕 砕砕は，砕相から，火山礫凝灰砕～凝灰角礫砕および凝灰砕の  2 者 

に大きく分けることができる。このうち，現在見られる限りでは，後者が大半を占め 

ていて，前者は一般に後者の下位に比較的限られた分布を示しているに過ぎない。 

火山礫凝灰砕～凝灰角礫砕は，図幅地域西端部の河内西方から南方にかけてやゝ広 

く分布するほかは，地蔵・高路，あるいは鳥取南西方の服部付近などに認められるだ 

けである。これらの地域では，本砕は，同時代の凝灰砕の下位か，あるいは“鮮新 

世”火山砕砕に覆われていて，花崗砕砕を主とする迸入砕に貫かれるところでは，そ 

の迸入による熱変成作用を受けてホルンフェルス化している。 

本砕のほとんど全部のものは石地地山砕～流紋砕質であるが，河内西方の“鮮新 

世”火山砕砕に覆われているものには，地山砕質のものも認められる。 

主体をなす石地地山砕～流紋砕質の火山礫凝灰砕～凝灰角礫砕は，やゝ緑色味を帯 

びた灰色を呈し，堅硬，緻密である。礫を埋める凝灰質の部分は，石地・斜長石・カ 

リ長石の大型の破片と，これらの間を充塡する細かい珪長質鉱物の破砕片およびガラ 

スの集合体からなる｡有色鉱物片は非常に少なく,かつ 2 次的変質を受けているので， 

原鉱物種が不明の場合が普通であるが，まれに黒雲母片の存在が認められる。含有さ 

れる礫種としては，各種玢砕砕・石地地山砕・花崗砕質砕石・泥質砕・砂質砕などが 

あり，量の多少も大体この順序のようである。礫の花崗砕質砕石は，粗粒・等粒の花 

崗砕砕はほとんどなく，大半は半花崗砕質あるいは斑状構造をもついわゆる半深成砕 

的な砕石である。 

これらの礫のうち，泥質砕および砂質砕は，近辺地域に分布する弱変成古生層に由 

来するものと考えることができるが，火成砕礫，とくに花崗砕質砕石の起源は，今の 

ところは未解決のまゝ残されている。 

次に，もっとも広い分布を示す凝灰砕について記述する。 
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凝灰砕の大半は，やゝ緑色味を帯びた灰色あるいは優白色で，少量の火山礫をまば 

らに含む比較的もろい砕質のものである。しかし，なかにはかなり堅硬で緻密なもの 

があり，これにはいわゆる熔結構造が認められる場合がある。これらのほかに，高路 

南西方の小区域に，優黒色の，ガラスに富むものが分布する。 

主体をなして広く分布する優白質凝灰砕は，鏡下で，斜長石・カリ長石・石地の大 

型の破片と，これらを埋める珪長質鉱物の細かい破砕片およびガラスから構成され 

る。大型の破片のうちでは，斜長石がもっとも多く，カリ長石はその1/3以下であり， 

石地はさらに非常に少なくなる。ガラスの部分は，三日月形や，気泡はの形状を残し 

たガラス片の集合体である。有色鉱物は，量も少なく，また緑泥石や粘土鉱物に変質 

しているので，原鉱物種は不明である（第Ⅰ図版-1，2)。凝灰砕中には，一般に小豆 

大の各種角礫がしばしば含まれる。礫の種砕としては，石地地山砕～流紋砕・千枚砕 

化した泥質砕あるいは砂質砕・半深成砕質の花崗砕質砕石などが認められる｡ 

図幅南部の中井から南方の神馬にかけての地域に分布する優白質凝灰砕は，堅硬， 

緻密で，構成物質が一定方向に配列している。鏡下では，上述の凝灰砕よりも石地片 

が多く，また，ガラス片がおしつぶされたり，大型の鉱物片の間でおされて両側にお 

しだされたりしている構造がみられる（第Ⅱ図版-2)。これらのことは，この地域の凝 

灰砕が熔結していることを示すものである．なお，鳥取市街東方に分布するものも， 

おそらくこれに砕するものと思われる（第Ⅱ図版-1)。また，中井西方の牛戸対岸の 

橋下には，鉱物破片をほとんど含まないで，ガラス片だけからなる薄層が存在する。 

優黒質の凝灰砕は，高路南西方の山稜を含む区域のみに限られ，優白質凝灰砕に較 

べると，その分布が非常に限られている。暗灰色の基質中に，白色の珪長質鉱物片が 

散在していて，一見すると熔砕流のようにみえる。鏡下の観察によれば，斜長石・カ 

リ長石で石地の破砕片を埋めるものは，すべていろいろな形状を示すガラス片であっ 

て，優白質凝灰砕よりも，鉱物片に対するガラスの量が非常に多い点が特徴である。 
 

Ⅱ．3．3 迸 入 砕 砕 
 

本地域の迸入砕砕は，分布，砕相，迸入時期，あるいはより古期の砕砕との関係， 

さらには西隣する倉吉図幅・青谷図幅，あるいは奥津図幅各地域における迸入砕砕と 

の関連性を考えあわせると，次のように大きく 3 区分することができる。 

すなわち，⑴地域南西部の高山を中心とする地域に分布する斑糲砕～閃緑砕・文象 

斑砕など，および鳥取市街北東方の久松山地域を構成する文象質花崗砕。これらは中 

生代後期火山砕砕と密接に伴ない，かつこれを貫いている。⑵地域の南端部に分布す 

る黒雲母花崗砕および角閃石黒雲母花崗砕。これらは三郡変成砕砕を貫き新第三系に 

覆われる。⑶地域北半部に広く分布する黒雲母花崗砕。 

これら⑴～⑶は，この順序で，倉吉図幅および奥津図幅地域でⅠ～Ⅲ期迸入砕砕と 

したものにそれぞれ対応しているのであるが，この地域内のみでは，上記 2 図幅地域 

におけるように相互の迸入時期上の関係を明らかにすることはできない。 
 

Ⅱ．3．3．1 斑糲砕～閃緑砕・細粒黒雲母花崗砕・文象斑砕・文象質花崗砕・玢砕 
 

先にも述べたように，こゝにまとめた諸砕砕の分布は，中生代後期の火山砕砕の分 

布地域内に限られている。また, 砕質は斑糲砕～閃緑砕のような塩基性の深成砕から, 

細粒黒雲母花崗砕・文象質花崗砕に示される酸性深成砕にわたる広い範囲を含み，さ 

らに文象斑砕や玢砕砕によってあらわされる半深成相をも含んでいる。これら各種の 

砕相を含む諸砕体は，単独であるいは相互の砕相移過を示す複合砕として，比較的小 

砕体を形成している。このような分布上の特質，あるいはまた砕質上の特徴などは， 

地域の南端部から南方隣接地域にかけて，あるいはまた北半部地域に分布する他の花 

崗砕砕（後述する）にはまったく見られない性質である。このことは大局的にみた場 

合に，こゝに含めた諸砕砕が，他のいわば底盤状の迸入を示す花崗砕砕とは異なった 

生成環境を有することを示しているものであり，分布上の特質の面のみから考えて 

も，中生代後期火山砕砕の活動と成因的に関係があると考えられる。このような理由 

から，このような共通の特徴をもつ諸砕砕をこゝに一括したわけである。 

次にこれら諸砕砕の迸入時期に関して触れておく。うえに述べたように，これら諸 

砕砕は中生代後期の火山砕砕と密接に伴なって分布するが，両者の前後関係を直接に 

示す野外の事実はこの地域では観察されていない。しかし，西方隣接地域の倉吉およ 

び奥津両図幅地域内では，火山砕砕がより古期であることが知られている。さらに本 

図幅地域では，火山砕砕が，北半部を占める黒雲母花崗砕に貫かれる事実がある。こ 

れらの点から，火山砕砕およびこれと密接に伴なう諸砕砕とは，ともに北半部の黒雲 

母花崗砕よりも古期の生成になることが予想でき，また南端部の用瀬四近の花崗砕砕 
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に対しても，周辺地域の資料から同様の関係が知られている。つまり，こゝにまとめ 

た諸砕砕は，中生代後期の火山砕砕以後の迸入砕砕の活動のうちでは，もっとも古期 

のものであると考え得る。 

以下に各砕石の砕質，特徴，その他について要点を記述する。 

 

斑糲岩～閃緑岩 

地域南東部の高山（1,053.7m）の北東部にかなり大きな砕体を構成している。こ 

の砕体以外には他所に迸入砕体としての存在はみられず，より後期の迸入砕砕中の捕 

獲砕として，本砕に砕似するものがしばしば認められるのみである。本砕体は西半部 

で同じ砕群としてまとめた細粒黒雲母花崗砕に接するが，こゝでは後者の迸入による 

影響を受けてホルンフェルス化していたり，あるいは後者中にとりこまれていたりし 

て，同花崗砕よりも古期の産物であることは確かである。しかし,中生代火山砕砕に接 

する東半部では，両者の接触関係を直接観察できる露頭に恵まれず，両者の生成時期 

の新旧を確定することは困難である。すなわち，本砕の生成時期は細粒黒雲母花崗砕 

より古いということはわかるが，その古さの下限はわからないということであって， 

他の迸入砕砕と同じく大きくみて中生代後期に属するものか，あるいはそれ以前の生 

成になるものであるかが不明である。しかし，こゝではその分布，砕相などの特徴か 

ら，本砕は，こゝにまとめた細粒花崗砕や文象斑砕などと同じ一連の火成活動に際し 

て，これらより，先んじて迸入したものであろうと一応考えておく。この点は，今後 

広地域の調査により解明されるべき問題である。 

本砕の砕相は，斑糲砕質のものから閃緑砕質にわたる範囲のものを含んでいるが， 

各砕相は同一砕体内で相互に移過するものと思われる。全体からみると，斑糲砕相は 

砕体のほゞ中心に近い狭小な部分を占め，他の大部分は中間的な砕相をも含めて閃緑 

砕相が占める。 

斑糲砕相には，多量の橄欖石を含む塩基性のものから，角閃石斑糲砕相にいたる変 

化がみられるが，後者が代表的な砕相であって，前者はまだ転石として得られている 

のみで，おそらく分布範囲も非常に限られたものであろうことが予想できる。橄攪石 

斑糲岩は優黒質，粗粒の砕石で，鏡下で，橄欖石・角閃石・単斜輝石・斜方輝石・黒 

雲母，および斜長石を主成分鉱物とし，有色鉱物の種砕に富む点が特徴的である。有 

色鉱物のうち，橄欖石がもっとも量が多く，黒雲母は少量で，角閃石および輝石砕は 

その中間で大体等量である。このほかに少量の磁鉄鉱・燐灰石などがある。角閃石は 

明かるい茶褐色で，ポイキリティックに大きく成長し他鉱物を包有する。黒雲母はや 

や赤味を帯びた褐色で角閃石に伴なうものが多い。単斜輝石および斜方輝石は個別に 

発達し，新鮮なものも多いが，なかには角閃石微晶（アクティノライト質 ? ）に置換 

されているものもある。斜方輝石の方が他形性が強い。橄欖石は割れ目に沿って蛇紋 

石および鉄鉱が認められる程度で一般に新鮮である（第Ⅳ図版-1)。 

角閃石斑糲岩は，優黒質，中粒の砕石で，有色鉱物の減少により橄欖石斑糲砕より 

も暗色度を減ずる。主成分鉱物は，単斜輝石・角閃石および斜長石で，他にきわめて 

少量の黒雲母が認められる。角閃石は褐色を呈し，ポイキリティックに大きく発達し, 

他鉱物を包有する。角閃石内には残品状の単斜輝石が存在し，また鉄鉱および蛇紋石 

様鉱物の集合体に変じている橄欖石仮晶が包有されている。なお角閃石の一部は繊維 

状あるいは微晶の集合体に変わっている場合がある。次に，閃緑岩相は中粒～細粒 

で，斜長石の増加と有色鉱物の緑泥石化とのために帯緑暗灰色を呈する。代表的な砕 

相では，主成分鉱物は黒雲母・角閃石および斜長石で，輝石は認められず，少量の石 

地やまれにカリ長石を含む。黒雲母は緑泥石化を受け鉄鉱および緑簾石をも生じてい 

る。角閃石は褐色を呈し，中粒砕相ではポイキリティックに発達するものもあるが， 

その発達の程度は弱く，ことに細粒砕相では自形結晶である場合が普通である。石地 

は他鉱物の間 を充塡する形をとり，微量のカリ長石の場合も同様である。しかし，  

ときに石地あるいはカリ長石の量が増加して，石地閃緑砕（第Ⅳ図版-2）あるいは花 

崗閃緑砕に相当する部分も認められ，砕体全体としては，粒度および砕相ともにかな 

り不均質であるといえよう。 

 

細粒黒雲母花崗岩 

本砕は上述の斑糲砕～閃緑砕体の西半部をとり囲むような分布を示し，これより新 

期であることを示す事実が確かめられている。中生代火山砕砕とは，北方では地蔵付 

近，南方では杣小屋西方などで接している。両者の関係を示す良好な露頭はないが， 

本砕が火山砕砕を貫くものと解しうる現象が多い。細粒，ときに中粒の砕石で桃色味 

を帯びた灰白色を呈するが，この桃色調は豊富なカリ長石の存在によるものである。 
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全体として，砕相は均質でそのほとんど大部分はやゝ斑状の粒状構造を示す黒雲母花 

崗砕であるが,ときには文象構造を示す場合もあり，また局部的に各種捕獲砕に富み， 

これらとの混成相を生じている場合も認められる。ペグマタイトやアプライトはみら 

れない。なお，本砕中にはしばしば黄鉄鉱が散在していることがあるが，いかなる様 

式，規模でも鉱床を形成するようなことはない。 

代表的な砕相を鏡下でみると，主成分鉱物は，石地・カリ長石・斜長石および黒雲 

母からなり，他に少量の鉄鉱・褐簾石やジルコンなどを伴なう。珪長質鉱物の量は 3 

者ほゞ等量である。本砕は石地とカリ長石とのつくる組織に特徴がある。すなわち， 

石地は単独の自形に近い粒状あるいはこれらが多数連なりあった形を示すが，ほとん 

どの場合石地がカリ長石のなかに食いこんでいたり，あるいは石地中にカリ長石を包 

みこんでいて，包みこまれたカリ長石はまわりのカリ長石本体と同一の光学的方位を 

有しているというように，石地がカリ長石中に侵入した組織が普遍的に認められる。 

このような両者の関係が細かにかつ複雑になると，いわゆる文象連晶に砕似した形状 

をとる。しかし，まれには明瞭な文象構造を示す場合もあって，この場合には捕獲砕 

との混成部あるいは砕体の周縁部などに局部的に限られるようである。斜長石は自形 

に近く，いずれも汚濁し，また均等に散在しないでいくつかが集まっている傾向があ 

る。なお，斜長石にはやゝ大きく斑状に発達しているものがあるのが一般である。黒 

雲母はほとんどのものが緑泥石化されていて，肉眼では砕石全体になんとなく緑色調 

を与えている。石地は波状消光をするのを常とする（第Ⅴ図版-2)。 

なお，先にも触れたように，本砕中には局部的に文象質花崗砕相が含まれる。地域 

は離れるが鳥取市北方の小丘である丸山も本砕から形成されていて，かつその地域一 

帯は次に記述するように文象質花崗砕が主体となって分布している。これらの点から 

みて，この両砕相の生成条件には密接な関連性があるものと推察することができる。 

 

文象質花崗岩 

本砕は鳥取市街北東の久松山から北西の賀露町鳥取港にかけて，山稜をつくり，あ 

るいは海岸砂丘地帯の基盤として点々と分布している。久松山の南東部では，本砕は 

中生代後期火山砕砕と接するが，直接の関係を示す露頭は観察できなかった。また， 

鳥取市街西方の湖山池四近には，より新期の細粒黒雲母花崗砕が分布しているが，こ 

れと本砕とは千代川の冲積堆積物のため隔離されている。 

細粒斑状の砕石で，桃色味を帯びた灰白色を呈する。桃色調は豊富なカリ長石の存 

在によるものである。主成分鉱物は石地・カリ長石・斜長石・黒雲母である。斑状鉱 

物は斜長石がおもで，石地がこれに加わる。この斜長石はすべて 2 次的に絹雲母を始 

め粘土鉱物に分解している。細粒の基質には，粒状構造を示し石地・カリ長石，少量 

の斜長石および黒雲母からなる細粒部と，文象構造を示し，石地およびカリ長石から 

なる部分とがある。量的にみれば，後者の構造を形成する部分の方が，前者のそれよ 

りも多く，本砕の特徴的な構造となっている。黒雲母はすべて緑泥石化している（第 

Ⅴ図版-1)。 

文 象 斑 岩 

本砕はいままで記述した斑糲砕～閃緑砕・細粒黒雲母花崗砕，あるいは文象質花崗 

砕のようにかなりの広さをもつまとまった砕体としては存在しないで，中生代後期火 

山砕砕のうちの，石地地山砕～流紋砕に伴なって局部的な小砕体として認められる。 

肉眼的には，通常これらの火山砕砕の一部のものとはあまりはっきりと識別すること 

は困難である。しかし，注意してみると同じ斑状砕でも，本砕の石基の部分が比較的 

に結晶質の感じがすること，文象構造をつくるカリ長石が豊富なので新鮮な砕石では 

桃色調を帯びていることなどで，肉眼でもある程度の区別をすることができる。 

次に，本砕の出方，すなわち砕体の形態などについては，上に述べたようなまわり 

の砕石との砕似性などから，はっきりと規定することができない。しかし，非常に限 

られた局部的の分布をしていることは確かで，砕質その他から考えて，おそらく火山 

砕砕の活動に引き続く一連の時期に小規模の砕脈状体として迸入したものであろうと 

思われる。この点では，こゝにまとめられた他の文象質花崗砕などの深成砕砕に較べ 

れば，火山砕砕とは成因的により密接な関連性をもっているものということができよ 

う。したがって本砕のうちには火山砕砕の一部のものと移過関係にあるものもあるか 

も知れない。これまで述べたような理由から，地質図幅には砕体として表現していな 

いので，中生代後期火山砕砕として塗色してあるもののなかには，本砕に相当する部 

分も含まれている。今のところその存在がわかっているのは，鳥取市街西方の山ガ 

鼻，その南西方の北村の東方，およびほゞ図幅地域中央部の小原の南の道路沿いなど 

である。このうち，小原のものはその北方に広く分布する最新期の花崗砕の影響でホ 
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ルンフェルス化している。 

鏡下の観察によれば, 斑晶鉱物は斜長石で, その量はかなり少なくまばらに散在し, 

また石基は文象構造を形成する石地およびカリ長石を主体とし，その文象構造は柱状 

の斜長石を中心として発達する。ほかに石地・斜長石・カリ長石および黒雲母からな 

る粒状構造部を含んでいる。 
 

Ⅱ．3．3．2 粗粒角閃石黒雲母花崗砕および中粒～粗粒黒雲母花崗砕 
 

こゝにまとめた 2 種の花崗砕は，地域の南端部の狭い地域にみられるもので，その 

主体は，西隣する倉吉図幅―奥津図幅地域，あるいは南隣する智頭図幅地域内に広い 

領域を占めて分布している。それらの地域では，花崗閃緑砕から花崗砕にわたる砕相 

変化を示す花崗砕砕が，全体として底盤状の砕体を形成しているが，そのうち粗粒角 

閃石黒雲母花崗砕は主体をなす一砕相として，また中粒黒雲母花崗砕は末期の比較的 

小砕体の砕相として認められており，全体として第Ⅱ期の迸入砕活動の産物と考えら 

れている。分布地域も限られているので，各砕相について簡単に記述する。 

 

粗粒角閃石黒雲母花崗岩 

図幅地域南西隅の三国山から南西流する中津河川上流部に沿って，わずかに分布が 

みられる。こゝでは，弱変成古生層を貫いて，これに熱変成を与え，ともに新第三紀 

の火山砕砕に覆われている。つまり南方地域に連続する砕体の北端部に相当するわけ 

である。 

主体をなす砕相は，優白色，粗粒の角閃石黒雲母花崗砕で，桃色のカリ長石が目立 

つ。鏡下では，石地・カリ長石・斜長石・黒雲母および角閃石が認められ，他にジル 

コン・燐灰石・鉄鉱が伴なわれる。角閃石は緑色普通角閃石で，量は少なく，野外で 

相当の範囲にわたりまったくその存在が認められないことがある。カリ長石は，微斜 

長石構造は示さないが，いろいろな様式のパーサイト構造をもち，斜長石との間にミ 

ルメカイトをつくることがある。本砕には 大あるいはそれ以下の暗色包有物がし ば 

しば含まれる。 

先にも記したように，本砕は砕体の北縁部にあたるので，かなり広い範囲にわたり 

細粒の周縁相が発達している。なお，周縁相にはときに紅柱石を含むものがある。紅 

柱石を含む砕相は，多量の石地・白雲母および電気石を含んでいる。紅柱石は，単一 

の個体を示さないが，近接するいくつかの個体が光学的に同一の方位をもち，それら 

の間を斜長石・カリ長石・石地が交代的な形状で埋めている。この紅柱石の起源につ 

いては，周囲のホルンフェルスには紅柱石がまったくみられないこと，この周縁相中 

には泥質砕起源の捕獲砕片が含まれていないこと，紅柱石自身の形態などから，これ 

は捕獲結晶的なものではなく，初生鉱物であると考えられる。これと同様の例は西方 

の倉吉図幅地域でも観察されている。 

 

中粒～粗粒黒雲母花崗岩 

本砕は用瀬町から西方佐治谷にかけて分布している。南隣の智頭図幅地域には広い 

領域を占めていて，本地域のものは砕体の北端部に相当する。肉眼的に優白質粗粒の 

砕相あるいは黒雲母が，ゴマ塩状に散在する中粒の砕相があるが，これらは同一砕体 

内の砕相変化であって，異質，別個の砕体を構成するものではない。弱変成古生層と 

接するところでは，白雲母に富む周縁相が発達する。 

主体をなす中粒～粗粒黒雲母花崗砕は，鏡下で石地・カリ長石・斜長石および黒雲 

母からなり,他に少量のジルコン・燐灰石あるいは螢石を伴なう。斜長石は,石地およ 

びカリ長石に較べるとやゝ小形で，後 2 者の間を埋めるような構造をとり，厳密には 

等粒ではない。カリ長石はパーサイト構造を示し，2 個のカリ長石が接する時には， 

その境界に沿い斜長石微粒が発達している。黒雲母は，粗粒の砕相では比較的形の大 

きなものがバラバラに散在しているが，中粒相では小形のものが数個集まってクロッ 

トをつくる傾向が強い。砕体内には暗色包有物はほとんどなく，またペグマタイト・ 

アプライトに乏しい。なお，周縁相には石地・白雲母の増加が認められ，ときに柘榴 

石がみられる。 
 

Ⅱ．3．3．3 粗粒黒雲母花崗砕・アプライト質黒雲母花崗砕および 

斑状アプライト質黒雲母花崗砕 
 

本砕砕は地域内の迸入砕砕のなかでももっとも広い領域を占め，西端部の鹿野町西 

方では新第三紀の火山砕砕に覆われるが，その基盤として，西隣する倉吉図幅地域内 

に広く分布する小鴨花崗砕（第Ⅲ期迸入砕砕）に連続していて，全体として底盤状迸 
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入体の一部を構成している。なお東部は千代川の冲積層に覆われ，それ以東には見ら 

れないから，本砕体はこゝで閉じているものと考えられる。 

本砕砕の南縁は，鳥取市街南西の山ガ鼻―高路―小原―河内の線であり，またこの 

南縁部では，西部の河内地域で新第三紀の火山砕砕に覆われる以外は，本砕砕はすべ 

てより古期の中生代後期火山砕砕と境を接し，これを明らかに貫く箇所もあり，また 

諸処で熱変成作用を与え，本砕砕が火山砕砕よりも新期の生成になることを示してい 

る。火山砕砕を明らかに貫く状態は，高路から西方へ入る沢の中部で認められ，こゝ 

では本花崗砕砕に由来するアプライト脈あるいは石地脈が凝灰角礫砕を貫き，また付 

近の凝灰角礫砕はホルンフェルス化作用を受けている。なお，鹿野町南方の小畑付近 

では，本砕砕は火山砕砕に伴なったさらに古期の迸入砕体と接するが，両者の関係を 

明瞭に示す露頭はない。 

本砕砕の主要な砕相は，粗粒黒雲母花崗砕相と細粒斑状アプライト質花崗砕相との 

2 者に区分される。このうち粗粒砕相は,地域西部の鹿野町以西に多いが，この砕相は 

西隣する倉吉図幅地域内の小鴨花崗砕の主砕相として広い領域を占めるものであり， 

本地域のものもその連続であって，底盤状砕体の主体の砕相に相当する。一方細粒砕 

相は，本地域では砕体の大半を占めるが，西隣地域をも含めた全体としてみた場合に 

は，前記主砕相の周縁相あるいは晩期生成相を示すものと考えてよい。両砕相間の関 

係を直接示す露頭を観察することはできなかったが，おそらく漸移する部分もあり， 

あるいはまた時間的間 のほとんどない迸入関係を有しているものと推察される。  

このようなことから，この地域の本砕砕は，以西の地域を含めた広い領域を占める 

底盤状砕体の浅部相，あるいは頂部に相当する周縁相を代表しているものということ 

ができる。なお，本砕砕に伴なって，小規模ではあるが，諸処に絹雲母鉱床が賦存 

し，また温泉の湧出が各地に見られる。 

以下に各砕相について簡単に記述する。 

粗粒黒雲母花崗岩 本砕は優白色，粗粒の砕石で，桃色のカリ長石がやゝ大きく発 

達しているので，色調は桃色味を帯びている。鏡下では，石地・カリ長石・斜長石・ 

黒雲母のほかに，少量の燐灰石・チタナイト・褐簾石・鉄鉱が認められる。珪長質鉱 

物の量は,石地＝カリ長石＞斜長石である。カリ長石は,微斜長石構造を示すものがま 

れにあり，またモヤモヤした感じのもの（moiré appearance）がときにみられる。パ 

ーサイト構造が明瞭なものが多い。やゝ大きく発達し，周縁部は他鉱物の間 を埋め  

るような形態を示し，斜長石との間にはしばしばミルメカイトをつくる。斜長石は， 

石地およびカリ長石に較べてすべて形が小さく，数結晶が集まる傾向がしばしばみら 

れ，また絹雲母化作用などで汚濁しているものが多い（第Ⅵ図版-2)。 

このような粗粒砕相は，先にも記したように，鹿野町以西の地域，すなわち花崗砕 

の主体に近い部分にみられるのであるが，以東の細粒砕相分布地域内にもまったくな 

いわけではなく，処々に認められる。しかし，この場合にも一見すると粗粒の感じで 

も，鏡下では細粒部と粗粒部とからなる斑状構造が普通で，真の粗粒砕相とは様相を 

異にし，粗粒砕相と細粒砕相との中間的な構造といえるであろう。これはつまり中間 

的な生成環境をあらわしているわけである。 

細粒斑状アプライト質黒雲母花崗岩 本砕は桃色味の強い細粒の砕石で，長石が斑 

状に発達する斑状構造を示すものがほとんど大半を占めるが，ときには斑状構造を有 

しない細粒等粒度のものもある。桃色調はカリ長石に富んでいることによるものであ 

るが，風化すると桃色味は減じて優白色となる。また，風化に対する抵抗が弱く，新 

鮮，堅硬な標本を採取することは非常に困難である。 

鏡下では，石地・カリ長石・斜長石・黒雲母のほかに，少量の燐灰石・ジルコン・ 

褐簾石・鉄鉱が認められる。珪長質鉱物の量は石地＝カリ長石≫斜長石である。斑状 

構造をなす場合の斑晶鉱物は自形～半自形の斜長石が圧倒的で，まれに石地・カリ長 

石が加わることもある。斑状のものを除いた部分は糖晶状の石地・カリ長石および少 

量の斜長石からなる粒状構造を示すのが大半であるが，石地とカリ長石とが複雑に組 

み合って局部的に文象状の構造を示すものもある。なお，斑状構造を有しないものの 

構造も，斑晶鉱物が欠けるだけで他はまったくこれと同様である。いずれにしても， 

構成鉱物および構造からいってアプライト質であるといえよう。なお，本砕砕に特徴 

的な性質としては，石地が例外なく波状消光をする点が挙げられる（第Ⅵ図版-1)。 

次に本砕砕中にみられる暗色包有物について触れておく。 

本砕砕中には暗色包有物が含まれる。とくに細粒相内にそれが多い。そのあり方は 

大きくみれば全地域の諸処にみられるわけであるが，よくその傾向を調べると，存在 

するところでは局部的に密集していることがわかる。大きさは 大の小さなものから  

1 m 内外の比較的大きなものまで種々あり，形は，角のとれた個体が密在している場 
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合や，大きな砕塊が分散したような形を全体として保っている場合などいろいろであ 

る。西隣する倉吉図幅地域内のこの花崗砕主体には，暗色包有物がほとんど見受けら 

れないことが特徴の一つとして挙げられるのであるが，この地域に向かい東するに従 

い，周縁相を伴ない，かつそのなかに包有物を比較的豊富に有するということは，こ 

の地域に分布する周縁相を示す花崗砕砕が，既存の砕石をとりこみやすい環境にあっ 

たことと，それを未消化のまゝ残存包有していることを示すものであろう。包有物の 

あり方が，深成砕体中にしばしば無数にみられる暗色球状包有物のあり方とは異なっ 

て，局部的にかつ機械的にとりこまれたような様相を示すことは，その原砕の由来を 

考えるうえで興味がある。 

暗色包有物の構成鉱物は，斜長石・角閃石・黒雲母・石地およびカリ長石と，他に 

少量のジルコン・燐灰石・チタナイト・鉄鉱などで，このうち角閃石と黒雲母とは両 

者共存する場合といずれか一方のみの場合とがあり，またカリ長石はこれを欠く場合 

がある。これらの鉱物組合せの変化は，包有物が花崗砕により受けた影響の程度によ 

るものである。もっとも影響の少ないものは，輝石を有する石地閃緑砕や角閃石輝緑 

砕で，影響が進むにつれ石地および黒雲母の量を増し，さらには角閃石が消失してカ 

リ長石が加わり，砕質は花崗閃緑砕質となる。 
 

Ⅱ．4 新 第 三 系 
 

鳥取南部および同北部図幅地域内の新第三系は，大別して鳥取層群，およびこれに 

属する可能性のある円護寺火山砕砕・中津火山砕砕および大路流紋砕と，それ以後の 

“鮮新世”火山砕砕とからなる。 
 

Ⅱ．4．1 鳥 取 層 群 

こゝで鳥取層群と呼んで一括した地層は，この地方において，中新世に生じた沈降 

盆地内に形成された一連の堆積物を指している註5)。鳥取層群を積成した盆地の東方 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 5 ) こゝでいう鳥取層群は，層序学的には，西脇正巳・今村外治15) が木地域東方の大成村地域で設定した山 

崎層群と大成層群とを合せたものにほゞ等しい。しかし，本図幅調査に関連して行なった予察の結果，当 
該地域において，山崎層群と大成層群との間に想定された不整合は存在せず，両者が一連の地層であるこ 
とがわかったので，こゝでは総括的な地層名として“鳥取層群”の名を使用した。たゞし，上記の大成村 
地域を含めて，鳥取積成盆地北半部では地層は一連であるが，同盆地南半部では鳥取層群中に軽度の不整 
合の存在が予想されている。もっとも，この不整合の層位的位置は，上記の山崎層群と大成層群との境と 
して想定された不整合の位置よりやゝ下位となっている。 

延長は，鳥取県東部からさらに兵庫県北部にかけての日本海沿岸地帯に拡がっていた 

と見られる。したがって今後，東隣地域の調査が進めば，本地域の鳥取層群と兵庫県 

北部地域の新第三系下部（弘原海清・松本隆19) の北但層群）とはおそらく一連の地 

層となるものと予想される。両地域における砕相の層序的な移り変わりは，かなりよ 

く一致しており，この予想を裏づけている。 

鳥取層群は，砕相層序的にみて，次の 4 単位に区分することができる。 

上位 

 

 

 

 

 

下位 

上位の 2 層は，砕相の横への移り変わりがはげしい。円通寺礫砕砂砕層は，その分 

布の形や礫の種砕からみて，下底に軽度の不整合があるものと予想される。上記の各 

層の分布を見ると，下部の火山砕層は，図幅地域東部から中央部をへて海岸地域ま 

で，北東に開いた半円状に分布し，上位の砕 砕層はその内側にのみ発達している。  

以上の各層は，鳥取積成盆地の南半部のものについてのみ述べたものであるが，一 

方，鳥取市北東部に分布する石地地山砕質火山砕 砕砕を主とする円護寺火山砕砕  

(Ⅱ.4.2）は，鳥取積成盆地の北半部の下位に発達するものの西端にあたるものと考え 

られる。図幅地域西端部の東伯郡三朝町中津付近に分布する，中津火山砕砕（Ⅱ.4. 

3）と名付けた火山性の地層も鳥取層群に属する可能性がある。また外図幅南縁の佐 

治村地内に局地的に分布する礫砕層（舂谷礫砕層）については，暫定的に鳥取層群中 

に含めて説明する。 

鳥取層群からは，本図幅地域内では，時代を指示するに足る化石は発見されていな 

い。しかし，東隣地域では，その上半部に相当すると考えられる地層から，Vicarya 

callosa，Batillaria yamanarii などの中新世中期を示す化石群および Pecten ka- 

gamianus，Chamys crassivenia などが西脇正巳・今村外治15)によって報告されて 

いる。したがって，この化石産出層相当層の下位になお厚い火山性の地層が発達する 

砂砕・泥砕の互層を主とし，細礫砕を挾む 

火山砕砕および基盤砕砕の礫からなる礫砕と砂砕との不 

規則な互層 

地山砕・玄武砕および粗面地山砕質の火山砕 砕および  

熔砕流を主とし，石地地山砕質（熔）火山砕 砕を挾む。

地山砕・玄武砕・粗面砕小迸入砕体をも含む 

断続的に分布する基底礫砕 

雲山砂砕泥砕互層

円
えん

通
つう

寺
じ

礫砕砂砕層

 

河 原 火 山 砕 層

 

 

郡
こう

家
げ

礫 砕 層

←
―
―
―
―
―
―
―
―
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本層群は，全体として，中新世の初期～中期，おそらく同後期にいたる時期に積成し 

たものであろう。 

 

舂谷礫岩層 

本層は，鳥取南部図幅の南縁中央地域から南隣の智頭図幅地域内にかけて，佐治谷 

の北斜面に局地的に分布する礫砕層（ときに砂砕層を挟む）であり，智頭図幅地域内 

の佐治付舂谷付近でもっともよく観察される。 

本礫砕層は，下位の弱変成古生層を不整合に覆う。また，その分布状態からみて， 

中生代後期の流紋砕質凝灰砕（千枚砕片を含む）をも不整合に覆っているようであ 

る。この礫砕層の基底面は，本図幅地域内でほほゞ水平であるが，全体としてみる 

と，かなりの傾斜で南へ下がり（平均して12ﾟ内外の傾斜)，智頭図幅内では，佐治川 

の川岸にまで達している。上位では，海抜約 500m の高さで，後述する“鮮新世”火 

山砕砕に覆われる。また，一部では,“鮮新世”火山砕砕に属するとみられる石地地 

山砕砕脈に貫かれる。層厚は 100 m 以内，おそらくは数 10 m 程度であろう。 

本礫砕を構成する礫は，直径数 cm の亜円礫～円礫で淘汰はよい。礫の種砕は花崗 

砕礫（黒雲母花崗砕・電気石白雲母花崗砕など）を主とし，流紋砕礫および珪質泥砕 

礫を混じえる。後 2 者は熱変成作用をうけているようである。これらの礫は，その砕 

石学的性質の砕似からみて，本図幅地域から隣接地域にかけて広く分布する中生代後 

期火山砕，およびそれを貫く花崗砕砕に由来するものであることは間違いない。基質 

は白色，花崗砕質の粗粒～細粒砂で，黒雲母や白雲母片が目立つ。 

本礫砕層は，局地的に孤立して分布しており，砕相も後述の郡家礫砕層などと異な 

っているため，その層序的位置は正確には決めがたい。しかし，本説明書では，暫定 

的に，郡家礫砕層に時代的に相当するものとみなし，鳥取層群に含めて扱った。 

 

郡家礫岩層 

鳥取層群の基底礫砕層である本層は，図幅南東部地域において，鳥取層群の南限を 

画して分布している。東隣の若桜図幅西縁の郡家付近によく発達し，郡家から若桜へ 

いたる街道沿いでもっともよく見られる。郡家から千代川東岸にいたる間では，北東- 

南西の方向性をもって連続的に分布するが，千代川以西ではこの続きが美成・小倉・ 

尾花・古市と断続的に分布するのみである。このほかに北方神馬付近および本角南方 

に断片的に露出している。図幅中・北部地域では，鳥取層群の基底にこのような礫砕 

層の発達しているところは見られない。この礫砕層は，弱変成古生層を主とする先新 

第三系の上に不整合にかさなる。船岡から国地
くにふさ

へいたる間の峠の南側では，北方へ約 

30ﾟ傾いた不整合面が見られる。上方へは，地山砕～玄武砕質礫砕をへて，河原火山 

砕層に移化している。 

郡家礫砕層は，郡家―千代川間では，下部と上部とで構成礫の割合が異なり，下部 

では花崗砕礫をはじめとする先新第三系の礫が多く，上部は地山砕および玄武砕礫を 

主としている。しかし，この上部，下部が必ずしも層位的に明瞭に区分されるもので 

もなく，また，千代川以西ではこのような区別はしにくいので，地質図では上下を一 

括して示した。 

郡家―千代川間の本層下半部は，径 10～30 cm の亜角礫～亜円礫からなり，礫は密 

集して，配列に方向性を示さない。礫の種砕としては，花崗砕･アプライト質花崗砕・ 

粘板砕～千枚砕および少量のチャート・脈石地（ ? ）などの先新第三系のものが多 

く，このほかに地山砕および玄武砕礫も混じる。全体としてみると，先新第三系の礫 

のなかでは，花崗砕礫がもっとも多い。礫砕層の上半部は，おもに河原火山砕層中の 

ものと同様な地山砕および玄武砕の礫からなっており，花崗砕・アプライト質花崗砕 

および少量のチャー卜などの礫を含んでいる。礫には径 5 ～15 cm の亜円礫～亜角礫 

が多い。礫は一般にあまり密集しないが，その配列に規則性を示さないことが多い。 

しかし，このなかにも，花崗砕礫からなる礫砕が層理を示してはいることもある。基 

質はおもに淘汰の悪い地山砕および玄武砕の砂からなっている。本礫砕層には火山礫 

凝灰砕層が挾まれることがある。本礫砕層は，風化すると特異な赤紫色を呈し，その 

分布を知るうえによい手掛りとなる。 

千代川以西の地域では，礫砕の礫は地山砕・玄武砕・花崗砕・アプライト質花崗砕 

などの径 5 ～10 cm の礫からなり，東部のような上部・下部の砕相的な区別はつけ難 

い。河原町小倉付近では，場所によって千枚砕および流紋砕の礫が多く，花崗砕礫の 

認められないことがある。基質は新鮮な場合には灰緑色を呈し，おもに淘汰の悪い地 

山砕および玄武砕の砂からなるが，花崗砕源の物質も含まれる。本礫砕層には混成凝 

灰砕あるいは凝灰砕が幾層か挾まれることがある。 
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今まで述べたことから，本礫砕の堆積開始と同時，あるいはそれ以前から，すでに 

火山活動が起こっていたと考えられる。 

本礫砕層は，郡家付近では下部が約 70m，上部が約 80m であるが，西方へ次第に 

薄くなり，国地駅東方では全体として約 70 m である。千代川以西では，厚いところ 

でも約 20m に過ぎない。本層からは，化石はまだ発見されていない。 

 

河原火山岩層 

本層は，図幅東中部河原町を中心とした地域および北中部の湖山池地域に分布して 

いる。本層は，主として，地山砕・玄武砕および粗面地山砕質の凝灰角礫砕～凝灰砕 

からなり，石地地山砕質（ ? ）軽石凝灰砕～凝灰砕および地山砕・玄武砕・粗面地山 

砕溶砕を挾む。これら砕層を貫く地山砕・玄武砕の小迸入砕体が各処で認められ，と 

くに湖山池地域に著しい。粗面砕の小迸入砕体も知られている。これら小迸入砕体は 

河原火山砕層をもたらした火山活動に関係したものと考えられること，および野外で 

露出範囲を確定し難い場合が多いことから，地質図では本層と同一に塗色してある。 

本層の断面の一部は，河原町小倉―今西間の道路沿い，同町高福―釜口間の千代川 

に面する崖，同町曳田―天神間の曳田川南の崖などで観察することができるが，一般 

に露出が悪く，風化も著しいので，詳細な層序を確立することは困難である。 

下位の郡家礫砕層との関係は，前記小倉部落の北はずれで観察することができる。 

こゝでは第 3 図に示すように，郡家礫砕層の上位に厚さ約 1m の黄白色泥砕（禾本科 

植物の葉の化石を多数含む）が整合に重なり，さらにその上位に河原火山砕層に含め 

た白色凝灰砕（石地地山砕質）が整合に重なっている。図幅の中央部地域および湖山 

地地域では，郡家礫砕層を欠き直接本層が中生代後期の流紋砕あるいは花崗砕を覆っ 

ているようである。しかし露出が悪く，直接の被覆関係は観察されていない。これら 

の基盤砕を不整合（ ? ）に覆う地山砕～玄武砕質火山礫凝灰砕・凝灰角礫砕の基底部 

付近には，しばしば基盤砕の角礫～亜角礫が含まれている。たとえば，湖山池南岸の 

良
あら

田
た

では，凝灰角礫砕中に径 20～30cm の花崗砕亜角礫が，また上砂見と砕坪との中 

間地点では，火山礫凝灰砕中に流紋砕および花崗砕角礫が含まれている。しかし，こ 

れらは火山活動に際して異質角礫として抛出されたものであろう。 

八頭郡河原町高福と釜口との間，千代川に面する崖では，次のような露頭が観察さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れる。高福に近い崖の北西端下位では，雑色～灰緑色塊状の砕質火山礫凝灰砕～粗粒 

凝灰砕と赤紫色で 理性のある細粒凝灰砕との互層が，走向  N45ﾟE・傾斜 15ﾟSE を 

もって露出している。この露頭の南東部は石垣その他に覆われているが，佐貫橋の 

南東では 4 枚（ ? ）の地山砕熔砕が見掛け上南東へ傾斜して露出している。熔砕層の 

上位には，厚い砕質凝灰角礫砕が崖の最上部まで続いており，間に 1 枚の自破砕熔砕 

が挾まれている。さらに南東方，198 m 山の南西崖の下位では，走向 N20ﾟW・傾斜 

15゜W の雑色～灰緑色塊状の砕質凝灰角礫砕（厚さ 2～3m）と黄色の軽石凝灰砕（厚 

さ数 cm）との互層が露出している。赤紫色の細粒凝灰砕薄層も挾まれている。この 

互層の見掛け上下位には変質した地山砕（ ? ）熔砕が来る。この崖で見られる火山砕 

砕のうち，雑色～灰緑色および赤紫色を呈するものは地山砕あるいは玄武砕質であ  

り，黄色を呈するものは石地地山砕質であろう。 

前述の露頭およびその他の露頭の観察を総合して判断すると，本層の主体をなすも 

のは地山砕質および玄武砕質の砕質火山砕 砕であって，石地地山砕質火山砕 砕は   

量的にきわめて少量である。また地山砕・玄武砕・粗面地山砕の熔砕および小迸入砕 

も量的に少ない。これら火山砕砕は緑泥石・鉄サポナイト（iron-saponite)･沸石・ 

水酸化鉄鉱・炭酸塩鉱物・石地および粘土鉱物を生ずるような熱水変質作用を多かれ 

少なかれ受けており，とくに火山砕 砕において，その作用が著しいようである。橄  

欖石および斜方輝石は 1，2 の例外を除いては，完全に変質してしまっているが，単 

斜輝石は新鮮なことが多い。斜長石は一般に新鮮であるが，一部が沸石化している場 

tf：塊状凝灰砕 tr'：細かくはげ易い凝灰砕 ms：泥砕 cgl：礫砕 

第 3 図 鳥取県八頭郡河原町小倉部落の北，道路西側の切割で見られる郡家礫砕層（cgl） 
と河原火山砕層（tf，tf'）との関係 
断層Ａ：走向 N60ﾟW，傾斜57ﾟS 
断層Ｂ：断層下部，走向 N80ﾟW，傾斜 65ﾟS；同上部，走向 N75ﾟW，傾斜 72ﾟS 
断層Ｃ：走向 N75ﾟW，傾斜 64ﾟS 
断層Ｄ：走向 N50ﾟW，垂直 
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合もある。加藤信・甲藤次郎8)が報告している鳥取県気高郡神戸村上砂見・大湯棚 

（現在は鳥取市上砂見・大場棚）のベントナイト鉱床の母砕は，本層の火山礫凝灰砕 

である。 

本層を構成する本鉄質火山砕 砕は， 粗粒のものであれ，細粒のものであれ，砕質 

火山砕 砕といえるものであり，一方珪長質火山砕 砕は本質の石地地山砕軽石凝灰   

砕～凝灰砕である。後者は一般に鉄本土鉱物の斑晶を含まないが，角閃石斑晶をやゝ 

多量に含む凝灰砕もまれに見られる。熔砕および小迸入砕は，橄欖石玄武砕（久野久 
註6)  の分砕に従えば，Ⅲb および Ⅲb→c 型）・粗面地山砕・ソーダ粗面砕・橄欖石 

地山砕（Ⅲd)・橄欖石輝石地山砕～玄武砕（Ⅳd)・輝石地山砕（橄欖石斑晶を含むこ 

ともある，Vd)・輝石石地地山砕・角閃石輝石石地地山砕および斑晶として斜長石の 

みを有する地山砕～玄武砕である。これらのうち，輝石地山砕が量的には多いようで 

ある。これら砕石は常にやゝ多量の斜長石および 0～数％の鉄本土鉱物斑晶を有する 

斑状砕で，無斑晶砕はない。石基には長石として斜長石のほかにアルカリ長石を含 

み，とくに粗面地山砕～ソーダ粗面砕はその量が多い。また珪酸鉱物もほとんど常に 

石基鉱物として存在するようである。熔砕および小迸入砕を代表する砕石について， 

以下簡単に記載する。 

橄欖石玄武砕（NI 57102104)：鳥取県八頭郡佐治村古市，熔砕流（ ? )。鏡下では， 

斑晶として斜長石および橄欖石を含む。斜長石は亜灰長石で，微細な輝石および鉄鉱 

粒を多量に包有している。また鉄サポナイト（ ? ）により汚染されているものが多 

い。橄欖石は鉄サポナイト（ ? )・石地および水酸化鉄鉱（ ? ）の集合体にまったく 

変化しており，その外形から推定されるに過ぎない。単斜輝石粒には囲まれていない｡ 

石基は斜長石・単斜輝石・鉄鉱・橄欖石およびこれら鉱物粒の間をみたす珪長質( ? ) 

物質（針状の燐灰石を含む）からなっている。石基の橄欖石もまったく変質してしま 

っているが，常に不変質のピジォン輝石単体に取り囲まれている。2 次的に鉄サポナ 

イトおよび石地を生じているので，アルカリ長石の有無については，はっきりしたこ 

とがいえない。本砕は，部分分析註7) の結果，Na2O＝3.48％，K2O＝0.66％を含むこ 
 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註6) Kuno，H.：Petrology of Hakone volcano and the adjacent areas，Japan，Bull. Geol. Soc. Amer. 

Vol．61，No．9，1950 

註7) アルカリの部分分析は本所倉沢一技官に行なっていただいた。  

とがわかっている。 

普通輝石粗面地山砕（NI 57111308)：鳥取市猪子，部落の南南西約 0.6km, 川の右 

岸の崖，熔砕流（ ? )。本砕は，肉眼的には，赤褐色の水酸化鉄鉱（ ? ）からなる小 

斑点を無数に有し，全体として赤味を帯びた暗灰色を呈している。鏡下では，斑晶と 

して清澄な斜長石（長さ 0.5～2.5mm)・鉄鉱・普通輝石（長さ 0.5～1.0mm)・長 

柱状の燐灰石（長さ約 0.2 mm）および少量の完全にオパサイト化した角閃石（ ? ） 

を有する。石基は細粒～中粒で，長柱状の斜長石（長さ約 0.3 mm)･単斜輝石（ ? )･ 

鉄鉱，およびこれら鉱物粒の間をみたすやゝ多量のアルカリ長石，および量的には少 

ないが，初生の石地からなる。燐灰石も少量含まれる。全体的に水酸化鉄鉱（ ? ） 

によって網状に汚染され，また石地細脈に貫かれている。本砕は，部分分析の結果， 

Na2O＝4.91％，K2O＝1.43％を含むことがわかっている。 

ソーダ粗面砕（NI 58102201a)：鳥取市尾崎の北北東約 0.6 km，熔砕流あるいは砕 

頚。本砕はすでに津屋弘逵により輝石斜長石粗面砕（津屋の標本番号 No.1893032） 

として記載されているものと同一である。本砕は，肉眼的には，赤味を帯びた淡灰色 

を呈し，津屋も述べているように，角礫砕状構造を示す部分がある。角礫の間 は暗  

赤褐色物質によりみたされており，この物質は単に角礫を膠結するだけではなく，母 

砕に発達する板状の割れ目に沿ってしみ込んでいる。角礫砕状構造を示す部分は迸入 

角礫砕であるのか，あるいは熔砕流の自破砕部であるのか，露出がよくないので断言 

できない。鏡下では, 斑晶として少量の斜長石・鉄鉱および暗黒物に縁取られ, 2 次的 

石地粒に置換された結晶形骸（橄撹石仮像 ? ）が見られる。斜長石斑晶はほとんど包 

有物のない，清澄な灰曹長石である。津屋は斑晶としてこれらのほかに，単斜輝石お 

よび角閃石から変わったと考えられる黒色不透明の柱状体のあることを述べている。 

石基は細粒で，長柱状斜長石（灰曹長石)・鉄鉱，ほとんど変質してしまっている鉄本 

土珪酸塩鉱物および少量の燐灰石からなり，これら鉱物粒の間をみたしてアルカリ長 

石および石地が存在する。本砕は 2 次的な水酸化鉄鉱（ ? ）および石地細脈に貫かれ 

ている。津屋はこれら 2 次的細脈は本砕噴出末期の後火山作用によって生じたもので 

あろうとしている。津屋の論文にのせられた本砕の化学分析値を次にあげておく。 

この標本（NI 58102201a）についての部分分析の結果，Na2O＝5.16％，K2O＝3.67 

％であることがわかっている。 
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橄欖石地山砕（NI 57111302)：鳥取県八頭郡河原町袋河原の北西約 1 km，熔砕流 

（ ? )。本砕は，鏡下で観察すると，斑晶として包有物の少ない斜長石・橄欖石および 

少量の鉄鉱が見られる。橄欖石は完全に緑泥石（ ? )・石地および水酸化鉄鉱の集合 

体に変わってしまっており，その外形および変質の仕方から原砕に橄欖石のあったこ 

とが想定されるに過ぎない。石基は斜長石･単斜輝石･斜方輝石および鉄鉱からなり， 

これら鉱物粒の間をガラスあるいは珪長質物質（針状の燐灰石を含む）がみたしてい 

る。本砕は，部分分析の結果，Na2O＝3.72％，K2O＝1.12％を含むことがわかって 

いる。 

橄攪石紫蘇輝石普通輝石地山砕（NI 57111306)・鳥取市猪子の南西，衣笠山，熔砕 

流（ ? )。本砕は，鏡下で観察すると，斑晶として斜長石・普通輝石・紫蘇輝石およ 

び橄欖石が見られる。斜長石は微細な輝石および鉄鉱の包有物に富み，また緑泥石 

（ ? ）により汚染されている。普通輝石はほとんど変質していないが，紫蘇輝石（単 

斜輝石縁を有しない）は常に周縁から，あるいは割れ目に沿って変質作用を受けてい 

る。橄欖石は完全に緑泥石（ ? )・炭酸塩鉱物および石地の集合体に置換されている｡ 

石基は細粒で，斜長石・単斜輝石・斜方輝石および鉄鉱からなる。アルカリ長石およ 

びクリストバル石も少量含まれる。石基斜方輝石は単斜輝石よりも一般に大型で，そ 

の一部は鉄サポナイトに変わっている。本砕は部分的に水酸化鉄鉱（ ? ）により汚染 

されている。 

紫蘇輝石普通輝石石地地山砕（NI 57111006)：鳥取県八頭郡河原町大平の西北西約 

1.3 km，417.0 m 山山頂付近，熔砕流（ ? )。本砕は，肉眼的には，やゝ赤味を帯び 

た灰黒色を呈し，斜長石斑晶を多数有している。鏡下では，斑晶として斜長石のほか 

に，普通輝石・紫蘇輝石（ ? )・鉄鉱および少量の柱状の燐灰石が存在する。斑晶斜 

長石は砕石全体の約 20 容量％を占め,包有物のほとんどない清澄な曹灰長石～中性長 

石であるが，緑泥石（ ? ）に汚染されていることもある。普通輝石は周縁あるいは割 

れ目に沿ってわずかに鉄サポナイトに変化しているに過ぎないが，斜方輝石はまった 

く鉄サポナイトに変わってしまっており，たゞ仮像の外形からその存在を想定するに 

過ぎない。普通輝石はまた淡黄緑色角閃石に囲まれていることがある。燐灰石は他の 

斑晶に較べて小型（長さ約 0.2mm）で，常にその c 軸に平行に配列した微細な包有 

物を含む。石基は細粒で，長柱状斜長石・変質した鉄本土珪酸塩鉱物・鉄鉱および少 

量の長柱状燐灰石からなり，これら鉱物粒の間をみたしてやゝ多量の珪酸鉱物，およ 

び量的には少ないがアルカリ長石が存在する。少量の淡黄緑色角閃石および淡黄褐色 

雲母を含む石地細脈が，ときおり見られるが，石基間 をみたす初生の石地から潮移  

しているように見える。 

河原火山砕層中には，泥砕・砂砕のような非火山性の砕 砕は局部的にしか見られ  

ず，またその厚さはきわめて薄い。 

本層は，曳田川以南では，緩い盆状構造を示しているようであるが，同河川以北で 

ははっきりした構造はわからない。わずかに計り得たいくつかの地点での走向・傾斜 

の値からは，緩い小波曲が繰り返されているように思えるが，全体的にみた場合には 

ほゞ水平に堆積しているとしてよいようである。層厚は，ほ された部分を考ほに入  

れなければ，500～600m であろう。本層の垂直および水平方向の砕相変化はほとんど 

把握されておらず，また河原町を中心とした地域の本層と湖山池地域のそれとの対比 

も現在の知識ではまったくできない。全般的な砕相の砕似から，両者を一括してこゝ 

で述べたに過ぎない。 

本層からは時代を決定しうるような化石は発見されていない。たゞ鳥取県八頭郡佐 

治村津無では，本層に属する赤紫色凝灰砕中から不完全な濶葉樹の葉の化石が，また 

同郡河原町釜口北東約 0.5 km の因美線柏越トンネル東側の道路切割，および同トン 

ネル西側の大師堂（地質図幅上に寺院記号で示してある）裏手の路傍に露出する砂砕 

泥砕層（全般的な分布から凝灰角礫砕層中に挾まれているようである）の泥砕中か 

ら，植物片が産するに過ぎない註8)。 

 

円通寺礫岩砂岩層 

本層は，図幅地域東縁部の国地付近および霊石山の丘陵などに分布している。下位 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註8) 大師堂裏手の路傍からは，以前には保存良好な植物葉化石を産したといわれている。 
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の河原火山砕層とは，本層の基底が国地付近で見られるように凹凸のはげしい境界線 

を示すこと，および本層の基底部に河原火山砕層から供給された礫が多量に含まれる 

ことからみて，ある程度の不整合関係にあるものと予想されるが，直接の関係は確か 

められていない。河原火山砕層の東方延長が次第に薄くなり，東隣の若桜図幅内では 

欠除するのも，円通寺礫砕砂砕層積成前のほ によるところが大きいであろう。上方  

へは次第に細粒となり，雲山砂砕泥砕互層に整合に移化すると思われるが，両者の境 

は本図幅地域内では冲積層に覆われてわからない。霊石山丘陵では，本層の上に“鮮 

新世”の粗面地山砕および地山砕熔砕が緩く北へ傾斜してのっている。 

本層からは，保存不良の植物破片（おもに濶葉樹の葉）以外，まだ化石は発見され 

ていない。しかしながら，巨智部忠承2)が Ficus cfr．tiliaefolia A. BR., Ficus sp., 

Pterocarya cfr. denticulata O. WEBER, Salix sp．および Acer sp．の植物化石(横 

山又次郎石定）の産出を報告している，三谷村・郷原付（現在は八頭郡河原町三谷お 

よび同町郷原）の間の栢峡に露出する砂砕・頁砕は，その記載（巨智部の25～27頁） 

から，本層に属するものと思われる｡ 

南端部の国地の丘陵では，本層は平均径約 5 cm の亜円礫からなる礫砕と黄褐色で 

細粒～粗粒の塊状砂砕との互層からなっている。礫は，下位層準の礫砕では，河原火 

山砕層から由来したと考えられる地山砕・玄武砕および基盤源のチャート・千枚砕～ 

粘板砕・砂砕・花崗砕であり，上位層準の礫砕では，弱変成古生層起源のものを主と 

する。互層をつくる各層は，多くは 10～50 cm の層厚であるが，礫砕層はときに 1.5 

m 内外の厚さになることもある。礫砕の礫は密集し，その配列に方向性を示さない 

ことが多い。また，礫砕の基底には，ときに軽微な侵蝕面も認められる。この地域の 

本層については，風化も著しく露出も乏しいので，詳細については不明のところが多 

い。 

霊石山丘陵の本層は,礫砕を主とした礫砕と砂砕との不規則な互層からなっている｡ 

下位層準の礫砕では，礫としては河原火山砕層から由来したと考えられる地山砕・玄 

武砕がもっとも多く，基盤源のチャート・粘板砕～千枚砕・砂砕・花崗砕・アプライ 

ト質花崗砕および流紋砕～石地地山砕もある。礫砕の基質および礫砕と互層する砂砕 

は白褐色～白紫色を呈する中粒または粗粒のもので，その構成物質は，礫と同じよう 

に，火山性物質を主体としている。上位の礫砕では，礫としては基盤源のチャート・ 

粘板砕～千枚砕および砂砕が主であって，河原火山砕層から由来したものは認められ 

ない。礫砕の基質および礫砕と互層する砂砕は白色～黄白色を呈する中粒～粗粒のも 

ので，その構成物質には火山性のものは認められない。これら礫砕の礫は，普通，径 

5～10 cm の亜円礫からなっている。礫は大小のものが雑然と密集したり，あまり密 

集せずわずかに方向性を示して配列したりしており，それによって不明白な層理が認 

められる。また，大小の礫の配列が層理を示していることもあるが，一般に斜交層理 

の発達が著しい。砂砕は一般に淘汰悪く，細礫を含んでいる。砂砕の夾みは上部で多 

くなり，30 cm 内外の層厚でなん枚も入っているのが認められる。また，本層中には 

部分的に，砂砕・泥砕の互層も挾まれている。越路付近では褐炭の産出が知られてい 

る。 

本層は，国地丘陵では，ほとんど水平でわずかに北へ傾いているに過ぎない。霊石 

山丘陵では，斜交層理の発達などで走向・傾斜のふれがはげしいが，西縁では 15～ 

25°の傾斜で東へ，南縁では 20゜内外の傾斜で北へ傾いており，全体として北東へ開 

いた半盆状構造を形作っている。本層の層厚は約 300m である。 

 

雲山砂岩泥岩互層 

本層は，図幅地域内での鳥取層群の最上部を占めるものであり，鳥取市南部に小さ 

く分布している。砕相は砂砕と泥砕とが 1m 内外の厚さで不規則に繰り返す互層を主 

としている。砂砕は，おもに中粒，均質，塊状であるが，しばしば砂砕層の基底部に 

基盤源の千枚砕・砂砕やチャート（以上の 3 者はホルンフェルス化しているようであ 

る)・流紋砕およびアプライト質花崗砕の細かい亜角礫をもったり，全体として細礫 

質になったりすることもある。泥砕は，暗灰色を呈する砂質シルト～シルトからな 

り，しばしば植物破片（おもに濶葉樹の葉）の多い部分も含んでいる。また，雲山付 

近では，メタセコイヤの化石の産出も知られている（鳥取県立科学博物館所蔵)｡ 

層厚は本図幅地域内で 100m 内外である。また，本層中にはしばしば小断層が発達 

している。 
 

Ⅱ．4．2 円護寺火山砕頚 
 

鳥取市の北東部に分布する火山砕 砕砕，それらを覆う熔砕流および同火山砕 砕   
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砕を貫く小迸入砕体群を一括して，こゝでは円護寺火山砕砕と呼んでおく。火山砕 

砕砕の主体を構成するものは，珪長質の軽石凝灰砕～凝灰砕および本質凝灰角礫砕～ 

火山礫凝灰砕であるが，下位層準には本鉄質砕滓凝灰砕～凝灰砕および凝灰角礫砕～ 

火山礫凝灰砕が挾まれることがある。熔砕流と小迸入砕体との新旧関係は野外では確 

かめられていない。本図幅地域内では本砕砕中に非火山性の砕 砕は含まれない。し  

かし，東隣の浜坂図幅内では，火山砕 砕に伴なって泥砕の発達 することがある。 

本砕砕と下位砕層との関係は，覚寺部落の東外れ，摩尼寺への道路の南側および久 

松山の東北東約 0.5 km，灌漑用貯水池の傍などで観察される。前の地点では，花崗砕 

侵蝕面上を直接本鉄質砕滓凝灰砕が覆い，後の地点では，同じように花崗砕の侵蝕面 

上を珪長質凝灰砕が覆っている。いずれの地点でも，基底礫砕は存在しない。 

地山砕熔砕は久松山の東の峠付近から東方に分布している。こゝでは，花崗砕を覆 

った白色珪長質火山礫凝灰砕（淡緑色のパッチを含み，また最大径 0.5m の花崗砕亜 

角礫を有する）の上位に来るような分布をしている。本熔砕は斜長石斑晶を多量に含 

む輝石地山砕（ ? ）で著しく変質している。 

小迸入砕体は，本図幅地域内では多鯰ガ池周辺から円護寺にかけて分布している 

が，東隣の浜坂図幅地域内にもかなりの面積を占めて発達しているようである。地質 

図では同じ色で示してあるが，玄武砕～地山砕（ ? ）の砕質を有する砕脈・砕頚など 

の集合体であって，一続きの砕体ではない。迸入の方向にも規則性はない。 

本砕砕は緑泥石・鉄サポナイト・炭酸塩鉱物・石地および粘土鉱物を生ずるような 

2 次的変質作用を著しく受けており，原砕の砕石学的な性質を知ることが困難であ 

る。またきわめてまれであるが，緑簾石を生じている砕石もある。 

覚寺部落の北および南の丘陵上には，火山砕 砕砕を覆って橄欖石普通輝石玄武砕  

（Ⅳd 型）が散点的に分布している。本砕では斑晶橄欖石が炭酸塩鉱物と鉄サポナイ 

トとに置換されてはいるが，他の鉱物はまったく新鮮であり，この点いままで述べて 

きた円護寺火山砕砕の砕石とは著しく異なる。あるいはより新期の独立した単位であ 

るかも知れないが，とくにその理由もないので，こゝで一括して述べておく。 

本砕砕の火山砕 砕 は，全般的にみて，南あるいは南東へ10～25ﾟ傾斜している。 

また小規模な断層が見られる。本火山砕 砕からはいままで化石は発見されていな  

い。しかし本砕砕は，その砕相から，鳥取層群積成のある時期の産物とみてさしつか 

えないであろう。 
 

Ⅱ．4．3 中津火山砕砕 
 

本図幅地域の南西隅，鳥取県東伯郡三朝町中津周辺に分布する本鉄質火山砕 砕・  

本鉄質～珪長質小迸入砕体および熔砕流を一括して，こゝでは中津火山砕砕と呼んで 

おく。これら 3 者の分布を野外で確定できなかったので，地質図では区別をせずに同 

色で示した。本砕砕と他の砕層との関係については，はっきりしたことはわからな 

い。しかし，前記の中津部落から北方同県気高郡鹿野町河内に通ずる山道のほゞ中間 

では，本砕砕に関係すると考えられる石地地山砕砕脈が花崗砕を， またその南西約 

300 m，沢の東岸の崖では, 玄武砕砕脈（地質図幅ではとくに示してない）が同じく花 

崗砕を貫いている。この花崗砕の時代は中生代後期と考えられているから，本砕砕の 

時代はそれよりは新期であろう。また後述する“鮮新世”火山砕砕のあるものに不整 

合（ ? ）に覆われている。 

本砕砕に属する火山砕 砕は変質が著しく，詳しい砕石学的性質を明らかにするこ  

とはできない。小迸入砕体および熔砕流は輝石角閃石石地地山砕（黒雲母斑晶を有す 

るものもある)註9)・角閃石石地地山砕（黒雲母斑晶を有することもある）橄欖石玄武 

砕～粗粒玄武砕（Ⅲb 型）および地山砕（d 型）などであるが，これらも炭酸塩鉱物・ 

鉄サポナイト（ ? )・緑泥石および石地を生ずるような 2 次的変質作用を受けている。 

一般に輝石・橄欖石は完全に変質してしまっているが，黒雲母・角閃石は新鮮な部分 

を残している。 

本図幅地域の中津火山砕砕の地質構造については不明な点が多い。また本砕砕から 

は，化石は発見されていない。西隣の倉吉・青谷図幅において，村山正郎・大沢穠29) 

が丹戸凝灰角礫砕砕としたものの一部には，本砕砕に相当するものがあると思われ 

る。しかし，その標式地における砕相とは異なる点が多く，また図幅境界地域の調査 

が不充分であったため，相互の関係についてはなお多くの問題を残している。 
 

Ⅱ．4．4 大路流紋砕 
 

鳥取市市街の南方約 3 km にある大路の小丘（海抜 105.2m）は白色～灰色の流紋 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註9） 斑晶輝石はその仮像の形態から，多くの場合，斜方輝石と考えられる。 
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砕により構成されている。本砕体は，ある部分では板状節理が，また他の部分では柱 

状節理（乱れていることがある）が発達している。露頭が悪くはっきりしたことはい 

えないが，本砕体はおそらく砕頚か熔砕円頂丘のなごりである。 

本砕体の南端で採集した 1 標本（NI 57111504）を鏡下で観察すると，石地・アル 

カリ長石・斜長石および少量の鉄鉱からなり，微球顆～微文象組織を有する石基中に, 

石地（直径 0.2～1.0 mm)・短柱状の灰曹長石（長さ0.4～2.0 mm）および少量の鉄 

鉱が散在しているのが見られる。斑晶石地を取り囲んで，蠕虫状の石基石地が見られ 

る。また直径約 0.1mm の不定形石地粒の集合体がパッチをなして分布している。本 

砕は，全体的に，褐色不明鉱物により汚染されている。 

本小丘は冲積層に取り囲まれた孤立丘をなしているので，その層位的な位置はまっ 

たくわからない。 
 

Ⅱ．4．5 “鮮新世”火山砕砕 
 

西隣の倉吉・青谷図幅から本図幅地域にかけて，かなりな面積を占めて，新鮮な火 

山砕砕が分布している。本砕砕は倉吉・青谷図幅地域北部の“鮮新世”火山砕砕，同 

図幅地域南縁東部から奥津図幅地域にかけて分布する鮮新世の中津河地山砕砕，およ 

び丹戸凝灰角礫砕砕の一部（ ? ）に相当するものである｡“鮮新世”火山砕砕は，村 

山正郎・大沢穠29) によれば，植物化石を産する“中新世後期”火山砕砕を不整合に 

覆い，中津河地山砕砕および丹戸凝灰角礫砕砕は，山田直利30) によれば，鮮新世前期 

（あるいは中新世後期）の人形峠層と整合関係にあることがわかっている。本図幅地 

域では，中新世の鳥取層群およびそれ以前の砕層を不整合に覆う関係が各地で観察さ 

れる。一方，火山地形がかなり開析されていること，および熔砕表層が数 m にわた 

って粘土化するほどの著しい風化を受けていることから，本砕砕の噴出時代は鮮新世 

であるとして間違いないであろう。こゝでは，これら火山砕砕を一括して,“鮮新世” 

火山砕砕と呼んでおく。 

“鮮新世”火山砕砕は，下部の地山砕～石地地山砕の凝灰角礫砕～火山円礫砕その 

他の火山砕 砕と，上部にあってかつ主体をなす玄武砕～流紋砕の熔砕流とからなっ  

ている。これら火山砕 砕および熔砕流は，全体的にみれば，緩く北方へ傾斜し，そ  

の一部は日本海海岸にまで達している。図幅地域西縁北部の長尾ノ鼻などがその例で 

ある。後述する諸事実から,“鮮新世”の火山活動は次のようであったと考えられる｡ 

はじめに，図幅地域南西隅の三国山付近を中心として，地山砕～石地地山砕の爆発的 

噴火が始まり，その後この噴火によって抛出された粗粒火山砕 物が北方へ運ばれ再  

堆積して，火山円礫砕を形成した。さらに引き続いて各地に開口した火口から，玄武 

砕から流紋砕にわたる各種の熔砕が穏やかに流出して，それ以前の起伏を埋め，平坦 

な熔砕台地を形成した。1 つの火口からの熔砕流出は，たった 1 回のこともあれば， 

数回繰り返えしたこともあったらしい。 

これら火山砕砕は，橄欖石玄武砕（Ⅲb)・橄欖石粗面地山砕（Ⅲb，Ⅲa→d)・橄 

欖石地山砕（Ⅲd)・角閃石輝石地山砕（Ⅵd，Ⅶd，Ⅶe）・輝石角閃石黒雲母流紋砕 

（XⅥ）などによって代表される一連の砕石からなっており，花崗砕質砕石による混 

成作用の証拠と考えられる,熔融された石地および斜長石結晶を含む砕石も見られる｡ 

代表的な砕石の化学成分は第 3 表にまとめて示してある。 

本砕砕と下位砕層との直接関係は次の諸地点その他で観察される。 

中生代後期の花崗砕との関係 本図幅地域北西隅の鳥取県気高郡青谷町善田の南方 

約 0.7 km の道路西側の切割では，花崗砕表層部が風化・再堆積して生じた花崗砕質 

砂砕（直径 10～30 m のアプライト・脈石地の円礫を有する）の小起伏面を多孔質の 

粗粒玄武砕熔砕流（Vdo）が覆っている。熔砕流に接する砂砕は赤く酸化しており， 

また熔砕流自体もその下底が赤色を呈していることがある。 

鳥取層群との関係 湖山池の南西岸，鳥取市松原の西方約 1 km の道路北側の切割 

では，第 4 図に示すような露頭が観察される。こゝでは，下位に河原火山砕層に属す 

る灰白色凝灰砕および黄赤色の火山角礫砕があり，これらを覆って上位に，角閃石斑 

晶の目立つ石地地山砕円礫を含む火山円礫砕（Vpy）がある。これら火山砕 砕はい  

ずれも著しく風化分解して，粘土化しているが，下位の砕層が微細な硫化鉱による鉱 

染作用を受けているのに反し，上位の火山円礫砕はそのような作用はまったく受けて 

いない。このことから，両者の堆積期の間には時間的間 があったと考えられる。同  

様な火山円礫砕と，河原火山砕層に属する石地地山砕（熔砕流か迸入砕体かの判別は 

つかない）との間の不整合は白兎神社の西南西方約 0.6km の山陰道切割で観察され 

る（図版 1 )。 

“鮮新世”火山砕砕と鳥取層群に属する円通寺礫砕砂砕層との関係は，鳥取市市街 
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の南方約 6 km にある同市越路の東方約 0.8km の道路切割で観察される。こゝでは, 

円通寺礫砕砂砕層に属する礫砕を，風化して玉葱状構造を示す橄欖石地山砕（あるい 

は粗面地山砕であるかも知れない）熔砕（Vtr）が覆っている。熔砕の下底部は紫灰 

色粘土化していてはっきりしたことはいえないが，塊状あるいは砕滓状部の発達は著 

しくない。こゝでは，両者の関係が不整合であるか整合であるかを判定するのは困難 

である。 

中津火山砕砕との関係 鳥取県東伯郡三朝町中津部落の西はずれ（西隣の倉吉図幅 

東縁南部)では，“鮮新世”火山砕砕に属すると考えられる古銅輝石普通角閃石地山 

砕砕脈（走向 N35ﾟW，垂直）が中津火山砕砕の変質凝灰角礫砕を貫いているのが観 

察される｡ 

舂谷礫砕層との関係 鳥取県八頭郡佐治村津野部落の西南西方約 2.5km の地点 

（鳥取南部図幅南縁中央部，460.2m 山の西の峠）では,“鮮新世”火山砕砕に属す 

ると考えられる黒雲母含有紫蘇輝石普通角閃石石地地山砕砕脈（走向 N70ﾟE，傾斜 

75°N）が舂谷礫砕層を貫いている｡ 

“鮮新世”火山砕砕は，砕相の相違によって，次の上下 2 単位に分けることができ 

る。 

上部 玄武砕～流紋砕の熔砕流 

下部 地山砕～石地地山砕の凝灰角礫砕～火山円礫砕および凝灰砕 

地質図幅では，下部の火山砕 砕を区別して塗色してあるが，図幅の南西隅地域では  

調査不充分なため上部と同一色で示してある。しかし三国山から北および高鉢山から 

西の地域は，主として下部の火山砕 砕によって占められているようである。両者の  

被覆関係は鳥取県気高郡気高町船磯部落の南南西方約 0.7 km の山陰本線の切割（鳥 

取北部図幅内）で観察される。こゝでは，風化して玉葱状構造を示す玄武砕熔砕流が 

火山円礫砕を覆っている。この火山円礫砕の最上部は熔砕により酸化されて赤色を呈 

している。この露頭では，しかしながら，両者の間が整合であるか，不整合であるか 

を判定できない。他の地点では直接の関係は確かめられていないが，両者の分布状態 

から，火山砕 砕が常に下位であることはかいない。  

“鮮新世”火山砕砕下部の火山砕 砕の堆積面は，地質図幅からもわかるように，  

かなり起伏があったらしい。粗粒火山砕 砕をとってみた場合，南部では構成砕片は  
図版 1 白兎神社西南西方約 0.6kmの山陰道切割で観察される火山円礫砕（Vpy）と石

地地山砕（Tw）との間の不整合 
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角礫～亜角礫で凝灰角礫砕（あるいは火山角礫砕）と呼びうるものであるが，北に 

行くに従って砕片の角が落ち，鹿野町以北では火山円礫砕と名付ける方が適当であろ 

う。この凝灰角礫砕～火山円礫砕はしばしば凝灰砕と互層している（図版 2)。豊島吉 

則12) は気高町酒津から鳥取市伏野に至る海岸地域に標式的に露出する本砕（本地域 

では火山円礫砕）に対して，白兎層の名を与えている。本火山砕 砕は一般に層理が  

不明瞭であるが，凝灰角礫砕～火山円礫砕と凝灰砕とが互層する所で観察すると，層 

理面は南部ではほゞ水平，北部では緩く北～北東へ傾斜しているようである。 

粗粒火山砕 砕中の礫は灰色・帯赤灰色・青灰色などの色調の地山砕～石地地山砕  

で，花崗砕その他の基盤源の礫はほとんどまったく認められない。礫の最大径は 2 ～ 

3 m にも達する。粗粒火山砕 砕の基質および凝灰砕は帯赤灰色 (淡いあづき色)を呈 

し，礫と同様な地山砕～石地地山砕砂からなっている。図幅地域南西部の小鹿川上流 

地域に分布する本砕に属する凝灰角礫砕（地質図幅では上部の熔砕流と区別せず Vu3 

の記号で示してある）では，角礫として紫蘇輝石普通角閃石地山砕・紫蘇輝石黒雲母 

普通角閃石石地地山砕・普通輝石含有紫蘇輝石角閃石（オパサイト）地山砕などを含 

む。しかし全体的にみた場合，下部の火山砕 砕中の礫は，大部分，長さ数  mm に達 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する斜長石および角閃石斑晶によって特徴づけられる地山砕～石地地山砕である。 

“鮮新世”火山砕砕上部はすべて熔砕流からなる。下部の火山砕 砕との関係が整  

合であるか，不整合であるかについては，すでに述べたように，露頭では確かめられ 

ていない。しかし，両者の全体的な分布から判断して，整合であろうと考えられる。 

以下便宜上，本砕砕上部の分布地域を 1）図幅西縁北部，2）図幅中央部，3）霊 

石山丘陵，4）鷲峰山―毛無山，5）三国山―高鉢山―飯盛山の 5 つに分けて，地域 

別に主要事項を記載する。 

1) 図幅西縁北部 本地域の北部では，各熔砕流の分布状態から，次のような噴出 

順序がたどれる。しかし，直接の被覆関係はどこでも観察されていない。 

上位 

 

 

下位 

最下位の玄武砕熔砕流(Vb1）としたものは，灰～暗灰色，斜長石斑晶を含まない橄 

欖石玄武砕（気高町会
え

下
げ

の西方尾根に分布するものは，少量の斜長石および普通輝石 

斑晶をも含む）および灰色で，長さ 5mm に達する斜長石斑晶を有する橄欖石玄武砕 

が含まれる。粗粒玄武砕熔砕流（Vdo）は青谷・倉吉図幅の亀尻玄武砕砕の下部熔砕 

（V6-1）の延長に当たるもので，厚さ 60～70m，一見閃緑砕様の粗粒な砕石で，ミア 

ロリティック孔 に富む。熔砕下底部の急冷相でも，常に普通の玄武砕よりはかなり  

粗粒である。この上位に来る玄武砕熔砕流（Vb2）は上記図幅の亀尻玄武砕砕の上部 

熔砕（V6-2）の延長で，斜長石斑晶を多量に有する普通輝石橄欖石玄武砕である。こ 

の地域で最上位と考えられる地山砕熔砕流（Van）は西方へも広く分布し（青谷・倉 

吉図幅の鉢伏山板状地山砕砕（V7)，北方へ緩く傾斜した熔砕台地を構成している。 

本図幅地域では，本熔砕流は厚さ 100～150m，おそらく 1 枚の熔砕流からなるものと 

思われる。板状節理が特徴的に発達している。本砕は灰～暗灰色，一般に非顕晶質で 

あるが，場所により斜長石および石地の捕獲結晶を散点的に含むことがある。またま 

れにオートリスが含まれる｡ 

地山砕熔砕流（Vu1）としたものは，普通輝石紫蘇輝石地山砕・紫蘇輝石地山砕, 

その他の幾枚かの熔砕流を一括して示したものである。青谷町小畑の南方に Vu2 の 図版 2 鳥取県気高郡気高町酒津，酒津トンネル西口付近に露出する火山円礫砕凝灰砕互層（Vpy）

地山砕熔砕流（Van） 

玄武砕熔砕流（Vb2） 

粗粒玄武砕熔砕流（Vdo）

玄武砕熔砕流（Vb1） 

←
―
―
―
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記号で示した地山砕および石地地山砕熔砕流は，その分布状態から，地山砕熔砕流 

（Van）を覆うようである。Vu2 は橄欖石古銅輝石（～紫蘇輝石）角閃石（オパサイ 

卜）地山砕・紫蘇輝石角閃石（オパサイト）地山砕・紫蘇輝石酸化角閃石石地地山砕 

・黒雲母含有褐色角閃石石地地山砕，その他の熔砕流からなるが，それぞれを区別し 

て地質図幅に表示することはできなかった。 

2) 図幅中央部 旧西郷村地域，砕坪から松上にかけた地域および神坂の北西地域 

には，厚さ 100～200m の地山砕熔砕流が台地状に分布している。それぞれ 1 枚の熔 

砕流からなるものと思われ，一般に非顕晶質であるが，場所により斜長石および石地 

の捕獲結晶を含むことがある。本熔砕流は図幅西縁北部地域の地山砕熔砕流（Van） 

ときわめて砕質が砕似することから，地質図幅では同色で示してある。落河内の南西 

に分布する熔砕中には，まれにオートリスが含まれている。 

3) 霊石山丘陵 本丘陵の高所には，侵蝕をまぬかれた地山砕あるいは粗面地山砕 

熔砕流が 5 ヵ所に分かれて分布している。越路越峠の北および南のものは橄欖石粗面 

地山砕（Ⅲa→d)，霊石山から東方の尾根に分布するものは橄欖石地山砕（Ⅲd）の， 

それぞれ 1 枚の熔砕流からなるようであるが，越路と池田とを結ぶ山道の東側に比較 

的広く分布するものは，橄欖石地山砕（Ⅲd）および橄欖石粗面地山砕（Ⅲb）の少な 

くとも 2 枚あるいはそれ以上の熔砕流からなるようである。 

4) 鷲峰山―毛無山 本図幅西中部の鷲峰山から毛無山に至る地域，同中央部の砕 

坪の北西方約 1.2 km の尾根，および細見の北東方および南東方の尾根には，地山砕 

および石地地山砕熔砕流が分布している。地質図幅では，未区分の熔砕流として Vu2 

の記号で示してある。古銅輝石(～紫蘇輝石）角閃石（オパサイト）地山砕・普通角閃 

石含有普通輝石古銅輝石（～紫蘇輝石）地山砕・黒雲母普通角閃石普通輝石紫蘇輝石 

地山砕・黒雲母紫蘇輝石普通角閃石地山砕・黒雲母紫蘇輝石石地地山砕・角閃石（オ 

パサイト）石地地山砕・黒雲母（オパサイト）角閃石（オパサイト）石地地山砕など 

が含まれる。石地および斜長石捕獲結晶を有するものもある。 

5) 三国山―高鉢山―飯盛山 本地域はとくに調査不充分なため，“鮮新世”火山 

砕砕の下部を構成する火山砕 砕と同上部を構成する熔砕流とを区別することができ  

なかった。そのため地質図幅では，便宜上一括して Vu3 の記号で示した。しかし前に 

も述べたように，三国山から北，高鉢山から西の地域は Vpy の凝灰角礫砕および凝 

灰砕が大半を占め，上部の熔砕流は山稜部にわずかに分布するに過ぎない。これら火 

山砕 砕はさらに東方  1,113.1m 山の南から東流する谷まで見られる。 

高鉢山の東方地域では，厚さ約 100m の熔砕流が数枚累重しているようであるが， 

はっきりしたことは分からない。この地域の山頂部に見られる比較的平坦な地形は熔 

砕流の原面のなごりである。熔砕流は主として角閃石（オパサイト）地山砕である 

が，橄欖石玄武砕・普通輝石橄欖石粗面地山砕・古銅輝石角閃石（オパサイト）橄欖 

石地山砕・普通輝石紫蘇輝石（～古銅輝石）地山砕・普通輝石普通角閃石紫蘇輝石石 

地地山砕・紫蘇輝石黒雲母普通角閃石石地地山砕をも含む。地山砕および石地地山砕 

には，石地および斜長石捕獲結晶を有するものもある。熔砕流の主体を占める角閃石 

（オパサイト）地山砕は，斑晶として斜長石および角閃石を有する斑状砕で，細かい 

不規則な節理に富み，良い標本を取りにくい。 

ツカン谷では，火山砕 砕層の下位に紫蘇輝石普通角閃石石地地山砕熔砕流が，津  

野の西方約 3.5 km の谷では，同様に火山砕 砕層の下位に普通輝石黒雲母紫蘇輝石  

普通角閃石石地地山砕熔砕流が来る。また杣小屋に流れ出る曳田川の支谷（オリゴヤ 

ノ谷）では，凝灰角礫砕層に挾まれて石地角閃石(オパサイト)地山砕熔砕流がある。 

以下本図幅地域の“鮮新世”火山砕砕の代表的砕石について簡単に記載をする｡ 

橄欖石粗面地山砕（NI 57111604)：鳥取市円通寺―越路間，越路越峠，熔砕流（落 

石)，Vtr に属する。本砕は，鏡下では，斑晶として長さ 0.2～0.8mm の橄欖石を 3 

～ 4 容量％有するだけで，斜長石斑晶はまったく含まれない。橄欖石はきわめてまれ 

に斜方輝石によって取り囲まれている。石基は中粒で，長柱状の斜長石・粒状の単斜 

輝石・粒状の橄欖石（斜方輝石に囲まれることがある)・鉄鉱・チタン鉄鉱・きわめ 

て少量の斜方輝石およびこれら鉱物の間をみたすアルカリ長石からなる。針状燐灰石 

も少量見られる（第Ⅶ図版-1)。本砕の化学分析値は第 3 表 No.4 に示してある。 

霊石山丘陵地域には，本砕のほかに Ⅲb 型の粗面地山砕およびⅢd 型の地山砕が 

分布しているが，本砕はそれらの中間型ともいえるものである。 

粗粒玄武砕（NI 59101301)：鳥取県気高郡青谷町早牛の南南西約 1 km，熔砕流 

（ ? )，Vdo に属する。本砕は顕晶質で，ミアロリティック孔 に富む。鏡下では，構  

成鉱物として斜長石（γmax.＝1.567，αmin.＝1.555;Ab43 An57 ～Ab50 An50 )・橄欖石・ 

普通輝石および鉄鉱があり，これら鉱物の間を少量のアルカリ長石（針状燐灰石を含 
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む）がみたしている。橄欖石は内部が“イディングサイト”化しており，このため同 

鉱物は，肉眼的には，黒褐～褐色を呈している。典型的なオフィティック構造は見ら 

れない（第Ⅶ図版-2)。本砕と同様な粗粒玄武砕の化学分析値は第 3 表 No.1 に示し 

てある。砕石の記載については，村山正郎・大沢穠29) の報告を参照されたい。 

普通輝石橄欖石玄武砕（No.125註10)）：鳥取県気高郡青谷町亀尻（西隣倉吉図幅 

内）熔砕流，Vb2 の玄武砕熔砕流の延長に当たる。本砕は，鏡下では，斑晶として 

30～40容量％の斜長石（亜灰長石～曹灰長石）および橄欖石・普通輝石（両者で数容 

量％）を有する。斜長石は清澄で包有物をほとんど含まない。橄欖石は反応縁を有し 

ない。また内部および割れ目に沿って“イディングサイト”化している。石基は中粒 

～粗粒で，斜長石・普通輝石・橄欖石・鉄鉱・チタン鉄鉱およびこれら鉱物の間をみ 

たす少量のアルカリ長石からなる。微細な針状燐灰石も含まれる。石基橄欖石は普通 

輝石（2V(＋)≒30～40°）の単結晶に取り囲まれることがある。本砕は多少変質作用 

を受けており，炭酸塩鉱物・緑泥石（ ? ）などが生じている（第Ⅷ図版-1)。 

古銅輝石普通輝石角閃石（オパサイト）地山砕（NI 57101203)：鳥取県気高郡気高 

町船磯，熔砕流，Van に属する。本砕は肉眼的には，灰色で，斑状鉱物としては長さ 

数mm に達する光沢のないオパサイト化した角閃石・斜長石および石地が少量散点す 

るに過ぎない。鏡下では，斑晶として，上記鉱物のほかに，小型（長さ 0.3mm 程度) 

の普通輝石および古銅輝石（2V(－)＝78.5ﾟ，r＞v（測度個数 1) ；En80 Fs20 ）が含 

まれる。角閃石は微細な輝石および鉄鉱の集合体に完全に変化してしまっており，わ 

ずかに外形をとゞめるに過ぎない。大形の斜長石は常に蜂の巣構造を呈し，輝石・鉄 

鉱・ガラスなどを包有している。また清澄な斜長石に薄く囲まれている。これに反し, 

小型（長さ 0.3mm 程度）で柱状の斜長石斑晶は一般に清澄である。蜂の巣構造を示 

す斜長石は石地とともに捕獲結晶であろう。斑状鉱物は全体で数容量％に過ぎない。 

石基は中粒で，長柱状の斜長石･柱状の古銅輝石～紫蘇輝石（2V(－)＝73.5ﾟ，67.5ﾟ, 

66ﾟ，59ﾟ；r＞v；En76～63 Fs21～37 )・粒状の普通輝石・鉄鉱およびこれら鉱物の間を 

みたす少量のガラスおよびクリストバル石（ ? ）からなる（第Ⅷ図版-2)。本砕の化 

学分析値は第 3 表の No.6 に示してある。 

古銅輝石角閃石（オパサイト）橄欖石地山砕（NI 57102709)：鳥取県八頭郡佐治村 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註10) 西隣の青谷・倉吉図幅地域を調査した大沢穠の標本番号である。 

高鉢山南方約 1.3km，熔砕流（落石)，Vu3 に属する。本砕は，肉眼的には，灰色石 

基中に長さ数 mm に達する斜長石と 2～3mm の黄色清澄な橄欖石斑晶の散点する， 

やゝ斑状の砕石である。鏡下では斑晶として，上記鉱物のほかに，石地・完全にオパ 

サイト（斜方輝石・単斜輝石および鉄鉱の集合体）化した角閃石および少量の古銅輝 

石・鉄鉱が存在する。斑晶斜長石は外縁に近いある帯に塵状包有物を特徴的に有して 

いる。塵状包有物帯は結晶内部に向かって不規則にくい込んでいるが，外形は規則的 

で，常に薄い斜長石外套に覆われている。橄攪石は常に斜方輝石小粒に囲まれており, 

また“ピコタイト”小粒を少量含む。石地は常に単斜輝石粒に取り囲まれている。こ 

の石地は塵状包有物帯を有する斜長石中核とともに捕獲結晶であろう。角閃石オパサ 

イトには，長さ約 0.2mm の短柱状燐灰石が含まれることがある。石基は中粒で，斜 

長石・斜方輝石・普通輝石・鉄鉱およびこれら鉱物の間をみたすアルカリ長石・クリ 

ストバル石からなる。微細な針状燐灰石も認められる。石基輝石は平行連晶すること 

がある。少量ではあるが淡黄緑色角閃石および淡褐色雲母が，とくに石地捕獲結晶や 

オパサイﾄ化した角閃石に伴なって産する（第Ⅸ図版-1)。本砕の化学分析値は第 3 表 

の No.7 に示してある。 

角閃石（オパサイト）地山砕（NI 57110208)：鳥取県八頭郡河原町三滝の南東方約 

0.5 km，熔砕流，Vu3 の主体を占める熔砕を代表するものである。本砕は，肉眼的に 

は，灰色で，長さ約 5mm に達する斜長石および光沢のないオパサイト化した角閃石 

をやゝ顕著に有している。斑状でかつ板状節理のない点が，Van の地山砕（例えばこ 

こで記載した NI 57101203 の標本）と肉眼的に異なる点である。鏡下では，斑晶とし 

て上記の斜長石・角閃石のほかに小型（平均径 0.2mm）の鉄鉱が見られる。斜長石 

は一般に清澄で，常に明瞭な境界をもって，より灰長石成分に富む斜長石に薄く覆わ 

れている。蜂の巣構造を有する，あるいはある帯に塵状包有物を含む斜長石はまれで 

ある。角閃石は斜方輝石・単斜輝石および鉄鉱の集合体にほとんどまったく変わって 

しまっている。この集合体のなかには，しばしば長さ 0.1mm 程度の短柱状燐灰石が 

包有されている。またこのようなところに，淡褐色雲母が晶出している。石基は中粒 

で，斜長石・斜方輝石・単斜輝石・鉄鉱およびこれら鉱物の間をみたす鱗珪石・クリ 

ストバル石・少量のアルカリ長石からなる。鱗珪石（扇状双晶を示す）はときに長さ 

0.5 mm に達する（第Ⅸ図版-2)。 
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古銅輝石普通角閃石地山砕（No.174註11))：鳥取県東伯郡三朝町中津（倉吉図幅東 

縁註12))，中津火山砕砕を貫く砕脈。本砕は，肉眼的には，灰色石基中に長さ約 5 mm 

に達する黒色の光沢ある角閃石，および斜長石を散点する斑状砕である。孔 中に，  

直径 1mm 程度の白色で六角板状の鱗珪石様鉱物が群生しているのが見られる。鏡下 

では，斑晶として上記鉱物のほかに古銅輝石～紫蘇輝石が存在する。斑晶斜長石に 

は，清澄で包有物に乏しいものと蜂の巣構造を示し微細な珪酸鉱物・輝石および鉄鉱 

粒を包有するものとがある。角閃石は X＝褐色を帯びた淡黄色，Y＝帯褐黄色，Z＝ 

黄緑色（吸収 X＜Y≒Z）の多色性を示す黄緑色種であり（2V(－)≒70～80ﾟ)，常に 

薄いオパサイト縁（内側に鉄鉱粒が多い）を有している。石基は中粒～細粒で，斜長 

石・斜方輝石・鉄鉱およびこれら鉱物の間をみたす珪酸鉱物（クリストバル石か鱗珪 

石かは不明）とからなっている。アルカリ長石の存在は碓認できない。ほかに微細な 

針状燐灰石が存在する。孔 に群生する板状鉱物は扇形の双晶を示すが，各双晶片に  

はさらに微細な屋根瓦状双晶が見られる。この鉱物は，ノレルコ Ｘ線計数回折装置に 

よって調べた結果，低温型クリストバル石であることがわかった。これらの事実は鱗 

珪石後のクリストバル石仮像の感を抱かせる（第Ⅹ図版-1)。本砕の化学分析値は第 

3 表 No.9 に示してある。 

黒雲母含有紫蘇輝石普通角閃石石地地山砕（NI 57102205a)：鳥取県八頭郡佐治村 

津野部落の西南西方約 2.5 km の地点，舂谷礫砕層を貫く砕脈。本砕は，肉眼的には 

灰色石基中に長さ数mm に達する斜長石および黒色で光沢の強い角閃石を多量に含ん 

でいる｡鏡下では,斑晶として上記鉱物のほかに鉄鉱・紫蘇輝石（割れ目に沿って“鉄 

サポナイト”化)･燐灰石および黒雲母が存在する。斜長石は一般に清澄である。角閃 

石は X＝淡黄緑色，Y＝帯褐黄色，Z＝黄緑色（吸収X＜Y≒Z）の多色性を示す黄緑 

色種である（2V(－)≒80ﾟ)。石基はきわめて細粒で，柱状の斜長石・微細な鉄本土 

鉱物および珪長質物質からなっているが，斜長石を除いては構成鉱物の判定は困難ご 

ある。石地・カリ長石・変質火山砕などの角張った小片が，鏡下で認められるが，こ 

れはは砕の礫砕から機械的に取り込まれたものである(第Ⅹ図版-2)。 

 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註11) 西隣の青谷・倉吉図幅地域を調査した大沢穠の標本番号である。 

註12) 村山正郎・大沢穠29) の倉吉図幅では，地質図幅に示してない。 
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Ⅱ．5．1 段 丘 礫 層 
 

本図幅地域内では，段丘の発達はきわめて悪く，八東川・私都川の合流点に発達す 

る小規模なもののほかに，八東川はじめ千代川の各支流に，地質図幅には示さなかっ 

たような小規模なものがあるに過ぎない。 

図幅地域東縁の船岡北方の段丘は，厚さ 3～5m の礫層によって構成されている。 

礫には地山砕やチャートの 20cm 大の亜円礫が多く，水平な層理を示して配列して 

いる。 

霊石山丘陵内の越路付近のものは，山頂部の粗面地山砕～地山砕の礫や円通寺礫砕 

砂砕層からの再蝕礫のほか，円通寺礫砕砂砕層から由来した葉理の著しい砂砕の大塊 

なども含んでいる。 

また，今回の調査では確認できなかったが，三木茂19) が Picea bicolor などの産 

出を報告した気高郡大和村長谷（現在では鳥取市）の崖の植物化石産出層も，おそら 

くは更新世のものであろう。 
 

Ⅱ．5．2 軽 石 層 
 

地質図幅では省略してあるが，鮮新世あるいはそれ以前の砕石からなる山地を覆っ 

て，あるいは後述する海岸砂丘砂の間に挾まれて軽石が分布している。本図幅南部地 

域ではその存在がはっきりとは確認されていない。測定し得た本軽石層の厚さを第 5 

図に示してある。厚さの測定に際しては，測定地点の近傍の厚さを代表するものを選 

び，後にほ されたと考えられるところ，あるいはびきだまりや  2 次的に堆積した 

と考えられるところはなるべく避けた。第 5 図で示したデータだけでは，しかしなが 

ら，等層厚線を描くことはできない。本図幅地域の東端および西端では，その厚さは 

約 2 m でほとんど変わらないが，西隣の倉吉図幅内の倉吉市市街地近傍では，本軽 

石層は 3.5m の厚さになる29)。 

山地においては，本軽石層は，著しく風化分解して白褐色～赤褐色粘土化した鮮新 

世あるいはそれ以前の砕石を直接覆っている。またその被覆状態は現在の山地の地形 
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に調和的である。軽石層自身もその上半部は白褐色あるいは赤褐色（両方とも湿った 

状態での色調）ローム化しており，軽石の原構造はまったく失われているか，下半部 

は風化から免れて軽石（湿った状態では赤褐色，乾いた状態では黄色）の原構造をと 

どめている。場所によっては，上部に黒色腐植土の発達することもある。前に述べた 

“軽石層の厚さ”は上部に発達するこれら土壌を含めた厚さのことである。 

海岸砂丘の発達する地域では，本軽石層は砂丘砂の間に挾まれて点々と分布する 

が，本層自身の性状は上述と異ならない。上下の砂層との関係などについては，海岸 

砂丘の項で述べる。 

軽石の平均粒径は図幅地域西端では 1～2cm，東端では 0.5～1cm で，少量混在 

する石質砕片（地山砕）の平均粒径は前地域では約 1 cm，後地域では約 0.5 cm であ 

る。 

軽石の砕質は黒雲母紫蘇輝石普通角閃石地山砕で，斑晶として斜長石・普通角閃石 

・紫蘇輝石・黒雲母（風化作用により変質している）および磁鉄鉱が存在する。ガラ 

ス質石基は著しく粘土化している。砂丘地域では，本軽石層中に少量の石地砂が含ま 

れるが，これは下位の砂丘砂から由来したものであろう（後述)。 

この軽石は西方に向かってその粒径，層厚が大になること，およびその砕質（黒雲 

母紫蘇輝石普通角閃石地山砕）から，図幅地域の西方約 50 km にある大山火山の噴 

出物であることは間違いないであろう。 

この軽石の噴出年代については，後述するように，繩文時代後期を中心として中期 

から晩期にかけての土器を産出する人砕遺跡よりも古期であることから，今をさかの 

ぼること 4,000 年よりさらに以前であるとしかいえない。 
 

Ⅱ．5．3 海 岸 砂 丘 
 

本図幅地域北部の日本海海岸に沿って，海岸砂丘がよく発達している。千代川河口 

に発達する鳥取砂丘はとくにその規模が大きい。 

鳥取砂丘では，前述の軽石層を鍵層として上下の砂層に 2 分することができる。こ 

こでは仮に前者を新砂丘砂層（現在移動している砂丘砂はこれに含まれる)，後者を 

古砂丘砂層註13) と呼ぶことにする。砂丘地域内で完全な地質断面が観察される所で 

は，下位の砂層の上部は常に風化しローム化していること，および未風化の砂は新砂 

丘砂層を構成する砂と同程度に円磨されていることから，このように区分命名するこ 

とは妥当であろう（第 6 図)。しかし調査不充分のため，地質図幅では両者を区別せ 

ずに塗色してある。しかし古砂丘砂層の露出面積はきわめて狭いものであろう。また 

両者を分ける鍵層となる軽石層も地質図幅には示していない。 

湖山・浜坂・追後スリバチの東および多鯰ガ池北方の茶店裏で観察された地質断面 

は，すでに第 6 図に示した。柱状図からわかるように，下位の砂層（古砂丘砂層）お 

よび軽石層の上部は著しくローム化しており，湖山では軽石層の上部に黒色腐植土が 

発達している。多鯰ガ池北方の茶店裏註14) の下位の砂層の砂は主として石地・斜長 

石・アルカリ長石および粘土鉱物と微細な白雲母（ ? ）との集合体（長石からの変質 

物 ? ）からなり，他にきわめて少量の磁鉄鉱・紫蘇輝石・普通角閃石および褐色鉱物 

（黒雲母からの変質物 ? ）を含む。これら砂粒は著しく円磨されている。砂層の上部は 

ローム化しているが，砂質の部分は，やゝ顕著にジルコンが認められる点を除けば， 

上記と同じ鉱物組成である。しかし砂粒は下部（未風化部）ほど円磨されておらず， 

とくにジルコン粒は美しい自形を示している。同様な事実は追後スリバチの東の露頭 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註13) 大西正巳は軽石層の下位にある砂層を古期の砂丘のものとして，古砂丘とすでに呼んでいる28)。 

註14) 鳥取県地下資源開発局小川康彦技師の御配ほにより，同技師採集の標本を鏡検することができた。 

A：青谷 K：気高 S：鹿野 T：鳥取 Ko：湖山池 Ta：多鯰ガ池

第 5 図 軽石層の厚さ 数字は層厚（cm） 
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の最下層の明褐色ローム（下位の砂層の風化部）にも認められる。これらの事実は， 

著しく移動を続けていた砂（古砂丘）が，少なくとも部分的には定着するようにな 

り，陸上における風化作用が卓越する時期がかなり続いたことを示すものであろう。 

古砂丘を構成する砂は，その構成鉱物から，主として花崗砕源と考えられる。 

湖山・浜坂および追後スリバチの東では，この古砂丘砂層と上位の軽石層との間に, 

薄い青灰～白灰色ローム層が挾まれている。追後スリバチの東では，本ロームの砂 

質部分は主として石地・斜長石・アルカリ長石および粘土鉱物と微細な白雲母（ ? ） 

との集合体からなり，きわめて少量の磁鉄鉱・普通角閃石および紫蘇輝石を含む。こ 

のように砂質部分の鉱物組成は下位の古砂丘砂とほとんど差異はない。このローム層 

がいかなる環境のもとに堆積・生成されたかはっきりしたことはわからない。 

この青灰～白灰色ローム層の上位の軽石層は，すでに述べたように，大山火山起源 

と考えられるもので，常にその上部は著しく風化しており，軽石の原構造は失なわれ 

ている。湖山および浜坂の露頭（第 6 図）では，新砂丘の移動によってかなりほ さ  

れたことがわかる。このように軽石層の上位が著しく褐色ローム化していること，ま 

た湖山におけるように黒色腐植土の発達が見られることから，少なくとも部分的に 

は，新砂丘砂に覆われることなく，植物も生育した時期がかなり続いたものと考えら 

れる。 

新砂丘砂層はこれら各層のすべてを覆い，さらに鮮新世およびそれ以前の砕石から 

なる後背山地をも薄く覆っている。多鯰ガ池北方の茶店裏に露出する新砂丘砂は，石 

地・斜長石・粘土鉱物と微細な白雲母（ ? ）との集合体・アルカリ長石・磁鉄鉱・紫 

蘇輝石・普通角閃石・褐色鉱物（黒雲母からの変質物 ? ）およびジルコンからなる。 

有色鉱物の量は同所の古砂丘砂（前述）のそれの約10倍であり，その大半は下位の軽 

石層から由来したものである。砂粒は，ジルコン粒をも含めて，著しく円磨されてお 

り，少なくともこの近傍では砂の移動のはげしかったことを示している。 

東隣の浜坂図幅内の鳥取県砕美郡福部村海
あ

士
もう

では，砂丘砂層から，繩文式土器（繩 

文時代後期を中心として，中期から晩期にかけてのもの）をはじめ，弥生式土器，土 

師器，須恵器およびそれらに随伴して石器砕が発見され，直
すく

浪
なみ

遺跡の名で知られてい 

る14)22)23)。山名厳によれば，この砂丘砂層はこゝでいう新砂丘砂層に相当するもの 

であるという。 
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鳥取砂丘およびさらに西方にある浜村砂丘には，上述の直浪遺跡以外に，10数ヵ所 

の遺物散布地が知られている。遺物としては，弥生式土器・石斧・石鏃・石錘などが 

主であるが，ほかに陶質器片・銅鏃・鉄鏃・勾玉なども少量出土する3)。しかしこれ 

ら遺物の産出層準は確認されていない。 
 

Ⅱ．5．4 崖錐堆積物 
 

本図幅地域の南縁中央部，鳥取県八頭郡佐治村津野から，南方佐治川（智頭図幅内) 

北岸にかけての地域は，崖錐堆積物に覆われている。本堆積物は大小様々の砕塊およ 

びそれらの間をみたす泥からなっている｡津野部落の南西約 150m の道路の切割では, 

本堆積物中に打ちくだかれた若干の樹幹が含まれている。そのうちの 1 樹幹（NI 571 

02303）はスギ（Cryptomeria japonica D. DON）であることが確認されている註15)｡ 

また図幅地域の西縁中央部に聳える鷲峰山の西麓には，かなり広範囲にわたって， 

大小様々の地山砕～石地地山砕砕塊が雑然と堆積している。本堆積物は，鷲峰山を構 

成する“鮮新世”の熔砕が破壊，転落して生じたものである。 
 

Ⅱ．5．5 冲 積 層 
 

冲積層は，千代川下流の鳥取平野をはじめ，図幅地域内各地の小河川に沿って細長 

く発達している。鳥取平野での深井資料16) によると，鳥取市吉方では地表から約 60m 

の深さで砕盤に達し，鳥取市賀露では 100m の深さでも，まだ砕盤に達していない。 

この鳥取平野を構成する地層の中・下部は更新世のものであろう。地層は主として 

砂礫層および粘土層からなっている. 

 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

Ⅲ．1 鉱  床 
 

図幅地域内の鉱床としては，地域南端部に分布する弱変成古生層内のマンガン鉱 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註15) 埋没樹幹の材質の石定は，東京大学理学部植物学教室亘理俊次助教授にしていたゞいた。 

床，あるいはまた北半部を占める花崗砕に伴なう黄鉄鉱および絹雲母鉱床などがある 

が，いずれもすべて非常に小規模で，現在稼行の対象となっているものはまったくな 

い。したがって以下の記述では，そのおもなるものをとりまとめ概括的に述べるにと 

どめた。 

なお，本地域の西方隣接地域一帯には，倉吉鉱山（旧小鴨鉱山)，あるいは人形峠 

およびその北方に連なって各地に含ウラン鉱床の存在が確かめられていて，この地域 

でも最近原子燃料公社により，鹿野町四近や南部地域において探査が進められている 

が，まだ現在は顕著な放射能異常は認められていない。 

マンガン鉱床 本図幅地域を含む一帯の弱変成古生層中には，小規模ではあるが諸 

所にマンガン鉱床が胚胎している。図幅地域に含まれるものとしては，地域南西隅の 

北谷支流，用瀬町東方頭巾山の東約 0.8km，および同町西方の葛谷の北北東約 0.9km 

の各地が挙げられる。いずれのものも現在稼行はされていない。北谷支流および頭巾 

山の鉱床については，すでに調査が行なわれていて，その調査報告17) によれば，前者 

は千枚砕質粘板砕を上盤とし，チャート層を下盤として発達する厚さ 3～10cm の鉱 

床で，鉱石は菱マンガン鉱であり，また後者は花崗砕によるホルンフェルス化作用を 

受けた部分にあるチャート層中に発達する微細なバラ輝石からなる珪質鉱で，厚さ 

0.5～1m の不規則塊状部を伴なうとのことである。 

葛谷北北東のものは，頭巾山の場合と同じくホルンフェルス化帯中に含まれる珪砕 

中に，層状に発達するようであるが詳しいことは観察できない。鉱石塊の表面は黒色 

の酸化マンガン鉱に変わっているが，内部は新鮮で淡桃色を呈する。鏡下では，主体 

を占める鉱物はモザイック組織を示す粗粒のバラ輝石（2V(＋)≒70ﾟ）で，そのなか 

に細粒の柘榴石・不透明鉱物・テフロアイト（2V(－)≒50ﾟ)，およびパイロファナイ 

トが包有されている。他に少量の雲母および緑泥石が含まれる。バラ輝石およびテフ 

ロアイトは一部炭酸塩鉱物および淡黄色の鉱物に変わっている註16)。 

次に上記のマンガン鉱床以外の鉱床で図幅地域内に含まれるものについては，昭和 

24年に地質調査所および広島通産局により総合的調査が行なわれた以外は，その後現 

在まで鉱床を対象とした詳しい調査は行なわれていない。これは鉱床の規模が稼行に 

値する規模に達しないためであり，なかには現在鉱床の存在を確認できないものもあ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註16) マンガン鉱物の石定については，東京大学理学部地質学教室渡辺武男教授に御教示を受けた。 
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る。現在稼行しているものは存在しない。以下，上記調査の報告4)5) を参考して概述 

する。 

地域北半部の花崗岩に伴なう鉱床 図幅地域の北半部には，先にも記したように， 

中生代後期迸入砕砕のうちでももっとも新期に属する黒雲母花崗砕が広く分布し，こ 

れはより以西の地域に拡がり，全体として底盤状砕体を形成している。この地域の砕 

体は砕相からみて砕漿活動の晩期生成の産物に相当するものと考えられる。かかる性 

格を有するこの地域の花崗砕に伴なう鉱床を代表するものは，脈状の形態を示す絹雲 

母鉱床である。この種の鉱床は，花崗砕分布域中おもに南東部の松上付近および西部 

の鹿野町付近にみられるが，ことに鹿野町付近に数多く存在する。これらの各鉱床相 

互間の関係を指示するような構造上の規則性などは詳らかではない。これらの鉱床は 

ほとんどの場合黄鉄鉱を伴なう黄鉄鉱絹雲母脈からなる。規模は小さく現在では探鉱 

および稼行を続けているものはない。 

絹雲母鉱床のほかに同花崗砕に伴なうものとしては，湖山池南西方の吉岡温泉四近 

で往時探鉱された含金黄鉄鉱石地脈，あるいは松上付近の含輝水鉛鉱鉱脈などがある 

が，現在はまったく省みられていない。 

その他の鉱床 上記花崗砕に直接関係のないその他の鉱床としては，河原町西方約 

4 km の上砂見付近に，中新世の鳥取層群河原火山砕層に属する，火山砕 砕の変質  

により形成されたベントナイト4)8) や，上砂見西方の砕坪付近の同火山砕 砕層中の  

亜炭，あるいはまたさらに西方の地蔵・丹亜付近で，中生代後期の火山砕 砕砕を貫  

く迸入砕体に伴なう，鉱染状黄鉄鉱の存在などが報告されているが，現在はまったく 

手を加えられていない。なお，鹿野町北方の気高町宝木および浜村の海岸では，非常 

に小規模ではあるが海浜砂鉄を採取している20)。 

 

Ⅲ．2 温  泉 
 

図幅地域を含む山陰地方には諸処に温泉の湧出が知られている。ことにこの地域以 

西の一帯，すなわち鳥取市から米子地域に至る間では，海岸地域あるいは少しく内陸 

に寄ったところに，ほとんどの温泉の分布が限られている点が特徴的である。このよ 

うな分布は，地質的にみた場合には，底盤状に広く分布する最新期（中生代後期～古 

第三紀）の花崗砕の分布と一致し，なかには花崗砕の割れ目から直接湧出している温 

泉もあって，当地域一帯の大半の温泉の湧出は，該花崗砕の迸入に由来するものであ 

ることを示している。 

本図幅地域内の温泉もこの例にもれず，ほとんど全部がこの花崗砕分布地域内に限 

られる。すなわち，東から鳥取市街地内の鳥取温泉，湖山池西南方の吉岡温泉，およ 

びその西方の山陰本線浜村駅付近の浜村温泉がおもなものであって，よくその名が知 

られている。なお，浜村温泉南方の鹿野町付近の今市にも近時温泉の湧出が確かめら 

れ，小規模に開発利用されている。もっともこれらの温泉は冲積層中から泉源を得て 

いて，直接花崗砕の割れ目から湧出しているものはないが，四囲の地質環境から，花 

崗砕中からの温泉水が冲積層中に流出しているものと判断することができる。したが 

って，これら各温泉が花崗砕中のどのような構造に起因して湧出しているのかという 

ような問題は，個々の温泉についてもまた相互間についても，解くことはできない。 

なお，この花崗砕は，前述したように，中生代後期の迸入砕砕のうちでも，もっとも 

新しい時期の産物であり，かつその砕相から考えると，花崗砕生成過程の晩期の産物 

にあたり，また比較的地下浅所に迸入した底盤状体の頂部に相当するものと推察され 

るが，このことは豊富な温泉の存在と関連性があるものと考えられる。 

このような花崗砕に関連する上記各温泉のほかに，地域南半部のほゞ中央に位置す 

る湯谷（河原町西方約 5 km）には，古くから温泉の湧出が知られているが，現在は 

温泉地としては利用されていない。これは湧出量が少ないことと，泉温が低いこと 

（30℃前後）とによるものであろう。湯谷付近は中生代後期に属する火山砕砕のう 

ち，石地地山砕～流紋砕質凝灰砕の分布する地域であるが，本火山砕砕に伴なわれる 

温泉は，少なくとも隣接地域を含めた一帯ではこゝだけである。 

各温泉地の概要および化学組成や，これに関する問題については関係文献13) にゆ 

ずり，こゝには泉質，泉温，湧出量などについて簡単に列記しておく。 

 

鳥取温泉                      食塩 

吉岡温泉 

浜村温泉 

今  市 

泉温(℃）

45～55 

40～55 

40～60 

45 

湧出量(l/min.）

50～100 

150～300，600 

8～ 25，1800 

泉 質 

食塩含有芒硝泉 

単純泉 

放射能泉，食塩含有石膏泉 

芒硝含有食塩泉 
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湯  谷    26～32               単純食塩水 
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pl：斜長石 q：石地 
1．石地地山砕質凝灰砕（北村北方 NI 58101002)，後期中生代火山砕砕 

gl：ガラス片  pl：斜長石  kf：カリ長石 
2．ガラス質凝灰砕（毛無山東方 NI 57112407)，後期中生代火山砕砕 

第 Ⅰ 図 版 
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 第 Ⅱ 図 版 

pl：斜長石 q：石地 
1．流紋砕質熔結凝灰砕（鳥取東方 TN 737)，後期中生代火山砕砕

pl：斜長石 kf：カリ長石 q：石地 
2．流紋砕質熔結凝灰砕（中井東方 TN 337)，後期中生代火山砕砕 

kf：カリ長石 
1．流紋砕（鳥取南西 TN 370)，後期中生代火山砕砕

pl：斜長石 kf：カリ長石 細粒部には無数の黒雲母が認められる 
2．凝灰砕源ホルンフェルス（高路西方 TN 93)，後期中生代火山砕砕
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第 Ⅳ 図 版 

pl：斜長石 ol：橄欖石 aug：普通輝石 hb：角閃石 bi：黒雲母

1．斑糲砕（高山北方 TN 113)，後期中生代迸入砕砕 

pl：斜長石 hb：角閃石 
2．角閃石石地閃緑砕（高山北上方 TN 109)．後期中生代迸入砕砕

第 Ⅴ 図 版 

q：石地 kf：カリ長石 
1．文象質花崗砕（鳥取北方 TN 318)，後期中生代迸入砕砕 

q：石地 kf：カリ長石 pl：斜長石 
2．細粒黒雲母花崗砕（高山北西方 TN 87)，後期中生代迸入砕砕 
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第 Ⅵ 図 版 

q：石地 kf：カリ長石 pl：斜長石 bi：黒雲母 
1．細粒黒雲母花崗砕（小原北方 TN 130)，後期中生代迸入砕砕（最新期）

kf：カリ長石 pl：斜長石 bi：黒雲母 
2．粗粒黒雲母花崗砕（早牛南方 NI 57101302)，後期中生代迸入砕砕（最新期）

第 Ⅶ 図 版 

ol:橄欖石 
1．橄欖石粗面地山砕（NI 57111604),“鮮新世”火山砕砕 

pl：斜長石 ol：橄欖石 aug：普通輝石 
2．粗粒玄武砕（NI 57101301),“鮮新世”火山砕砕
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第 Ⅷ 図 版 

pl：斜長石 ol：橄欖石 aug：普通輝石 
1．普通輝石橄欖石玄武砕（No.125),“鮮新世”火山砕砕 

pl：斜長石 op：角閃石オパサイト 
2．古銅輝石普通輝石角閃石（オパサイト）地山砕（NI 57101203)，“鮮新世”火山砕砕

第 Ⅸ 図 版 

pl：斜長石 ol：橄欖石 
1．古銅輝石角閃石（オパサイト）橄欖石地山砕（NI 57102709),“鮮新世”火山砕砕 

pl：斜長石 op：角閃石オパサイト 
2．角閃石（オパサイト）地山砕（NI 57110208),“鮮新世”火山砕砕 
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（Abstract）  

 

GEOLOGY 
 

T h e  m a p p e d  a r e a  i s  s i t u a t e d  o n  t h e  n o r t h  s i d e  o f  t h e 

C h ū g o k u  d i s t r i c t  i n  S o u t h w e s t  J a p a n .    T h e  a r e a  i s  a  l o w 

m o u n t a i n o u s  l a n d  f r i n g e d  b y  s a n d  d u n e s  a l o n g  t h e J a p a n - S e a  

coast .  

T h e  o l d e s t r o c k s  e x p o s e d  i n  t h e  a r e a  a r e  w e a k l y  m e t a m o r -  

第 Ⅹ 図 版 

pl：斜長石 hb：普通角閃石 Cr：クリストバル石 
1．古銅輝石普通角閃石地山砕（No.174),“鮮新世”火山砕砕 

pl：斜長石 hy：紫蘇輝石 hb：普通角閃石 bi：黒雲母 
2．黒雲母含有紫蘇輝石普通角閃石石地地山砕（NI 57102205a),“鮮新世”火山砕砕 

（顕微鏡写真はすべて正井義郎技官撮影）
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p h o s e d P a le o z o i c f o r m a t i o n s .  Th e y a r e o v e r l a in u n c o n fo r m a b ly  
b y t h e l a t e M e s o z o i c p y r o c l a s t i c a n d  c l a s t i c r o c k s .   In t r u s io n s 
o f gra n it i c a n d ga b b r o i c r o ck s o f va r iou s s ca l es t o o k p la c e t h r e e  
t im e s  d u r in g t h e l a t e M e s o z o ic t o P a le o g e n e t im e .   S o m e p a r t s  
o f t h e P a le o z o i c fo r m a t i o n s a s w e l l a s t h e l a t e M e s o z o i c p y r o -  
c l a s t i c  a n d  c l a s t i c  r o c k s  w e r e  t h e r m a l l y  m e t a m o r p h o s e d  b y 
these intrus ive rocks .  

B y P a l e o g e n e o r  p o s s ib l y l a t e P a l e o g e n e t i m e ,   t h e o ld e r  
r o c k s  w e r e e r o d e d ,   t h e p lu t o n ic r o c k s  a p p e a r e d t o t h e e a r t h ' s  
s u r f a c e ,   a n d  t h e n  t h e s u r f a c e w a s  p a r t l y d e p r e s s e d  t o f o r m a  
s h a l l o w s ed im e n ta r y b a s in .   Alo n g t h e s o u th e rn  m a r g in  o f t h e 
b a s in M i o c e n e b a s a l c o n g l o m e r a t e w h ic h  w a s  s u p p l i e d  f r o m t h e 
s ou t h er n s o u r c e a r ea  wa s  d e p os i t e d ,  a n d t h e n v o l c a n ic a c t i vi t y  
t o o k p la c e a l l o v e r  t h e b a s in .   P y r o c l a s t i c m a t e r i a l s  a n d s u b - 
ord in a t e la va f l ows o f b a s a lt ,  a n d es it e ,  d a cit e ,  t r a ch ya n d es it e  
a n d t r a ch yt e w er e e r u p t ed t o f o r m a vo lc a n i c p i l e a t l e a s t a b ou t  
500 m th ick .   Th is volca n ic a ct ivit y might occur on land ,  th ou gh  
d e c i s iv e e vid e n c e is  n o t o n h a n d .   T h e s ed im e n ta r y b a s in wa s  
r e d u c e d  a f t e r  t h e v o l c a n i c a c t i v i t y c e a s e d ,   a n d  c o n g l o m e r a t e ,  
s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  w e r e  d e p o s i t e d  w i t h i n  t h e  r e d u c e d  
a r ea .    A t h in l i g n it e b ed is a l s o in t er ca la t ed .   Th es e s ed im en - 
tary rocks are th ou gh t t o b e f lood p la in d ep os its .  

A f t e r  a n  i n t e r v a l  o f  e r o s i o n  P l i o c e n e  v o l c a n i c  a c t i v i t y  
s t a r t e d  o n  l a n d .    I n  t h e  s o u t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a  t h e 
f i r s t  P l i o c e n e  e r u p t i o n  f o r m e d  a n  a c c e s s o r y  t u f f - b r e c c i a  b e d  
c o n t a i n i n g  d a c i t e  a n d  a n d e s i t e  f r a g m e n t s .    T h e  t u f f - b r e c c i a  
b ed wa s t h en b r ok en d o wn ,  t r a n sp or t ed t o wa rd n or th a n d n or th -  
n o r t h e a s t b y s u r f a c e w a t e r  a n d  d e p o s i t e d  a s  vo l c a n ic c o n g l o m - 
er a t e .   M ild e xt ru s ion of la va s o f a n d es it e ,  b a s a l t a n d t ra ch y - 
a n d e s i t e  f o l l o w e d  a n d  f o r m e d  s m a l l  l a v a  p l a t e a u s  a r o u n d  t h e 
s e ve r a l i s o l a t e d  ve n t s .   T h e t h i c k n e s s  o f i n d i v id u a l l a va  f l o w  
atta ins 150 m in ma ximu m.  

In Qu a t ern a r y t im e ma n y s ma l l va l le ys w er e cu t in t h e a r ea .  
S a n d ,  c l a y a n d g r a v e l w er e d e p o s i t e d a lo n g t h e l o w e r  c o u r s e s  
o f  t h e v a l l e y s  a n d  f o r m e d  c o m p a r a t i v e l y  l a r g e  f l o o d  p la i n  i n  

t h e n o r th e a s t e rn p a r t o f t h e a r e a .  Sa n d d u n e s  w e r e a l s o f o r m -  

e d  a l o n g  t h e  J a p a n  S e a  c o a s t  i n  l a t e  Q u a t e r n a r y  t i m e  a n d  

are s t i l l growin g t oward in land .  

A g r e a t  e a r t h q u a k e  o c c u r r e d  i n  t h e  m a p p e d  a r e a  i n  1 9 4 3  

c a u s in g h e a v y c a s u a l t i e s  a n d  d a m a g e o f h o u s e s .  T h e h y p o c e n - 

t e r  w a s  a b o u t 8 k m s o u t h w e s t  o f t h e c i t y o f T o t t o r i a n d a b o u t 

1 0  k m  b e l o w  t h e  e a r t h ' s  s u r f a c e .    S i m u l t a n e o u s l y  w i t h  t h e 

e a r t h q u a k e ,  t w o f a u l t s  w e r e f o r m e d  i n  t h e n o r th e r n  p a r t o f t h e 

a r ea .   Th e n or th er n on e wa s a b out 4 .5 k m lon g ,  r a n from ea s t  

t o w e s t  a n d  h a d  a  n a t u r e o f  h i g h - a n g l e  r e v e r s e  f a u l t .    T h e 

s o u t h e r n  o n e w a s 8 k m l o n g o r  m o r e ,  r a n f r o m e a s t - n o r t h e a s t  

t o  w e s t - s o u t h w e s t  a n d  w a s  a  h i n g e  f a u l t .     T h e  m a x i m u m 

v e r t i c a l a n d  h o r i z o n t a l d i s p l a c e m e n t s  w e r e 7 5  c m  a n d  1 5 0  c m 

resp ect ively．  

A su mmary of t h e str at igr aph ic s equ en ce is sh own in Tab le 1 .  
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PALEOZOIC 

 
We a k ly me ta mo r p ho se d P a le o zo ic fo r ma t io ns a r e d i s t r ib u t e d  

a lon g t h e s o u th e r n b or d er o f t h e a r ea .   Th e y a r e  c o mp o s ed o f  
b l a c k  p h y l l i t e ,   s i l i c e o u s  p h y l l i t e  a n d  c h e r t w i t h  s u b o r d in a t e  
s a n d s t o n e a n d  b a s a l t l a va  f l o w s ,  a l l o f w h ic h  w e r e w e a k l y r e -  
cr ys t a l l i z e d .    Th e u p p e r p h y l l i t i c p or t i on o f a b a s a lt l a va f l o w 
c o n t a in s  c r o s s i t e  a n d  o t h e r  a l k a l i  a m p h ib o l e s  a s  m e t a m o r p h i c 
m i n e r a l s  c h a r a c t e r i s t i c o f  g l a u c o p h a n i t i c  t y p e o f  m e t a m o r p h i c 
rock s .   Con s id er in g t h e fea tu r es of t h e meta m or p h ic rock s ,  t h e 
w e a k l y  m e t a m o r p h o s e d  P a l e o z o i c  f o r m a t i o n s  o f  t h e  a r e a  a r e 
p r o b a b l y  t h e  e a s t e r n  e x t e n s i o n  o f  t h e  S a n g u n  m e t a m o r p h i c 
b e l t  w h i c h  i s  d i s t r i b u t e d  f r o m  n o r t h e r n  K y ū s h ū  i s l a n d  t o  t h e 
east ern Chūgoku d istr ic t .  

G e n e r a l  s t r i k e o f  t h e s e r o c k s  i s  e a s t - w e s t  a n d  t h e  d i p  i s  
n or th wa r d ,  t h ou gh l o ca l m in or fo ld in gs a r e c om m o n .   B e ca u s e 
o f t h e a b s e n c e o f fo s s i l s  e x c e p t  r a d io l a r i a n s  i n t h e c h e r t ,  t h e 
e x a c t  a g e o f t h e s e r o c k s  i s  n o t  c l a r i f i e d  a t  p r e s e n t .    In  t h e 
N a r i w a  a r e a  8 0  k m s o u t h w e s t o f t h i s  a r e a ,   t h e C a r b o n i f e r o u s  
s t r a t a  r e s e m b l i n g  t o t h e  f o r m a t i o n s  o f  t h i s  a r e a  a r e e x p o s e d .  
Fr o m t h is fa ct ,  t h e P a leo z o ic f or ma t i on s o f t h is a r ea a r e t en t a -  
t i ve ly a s s ign e d a s m id d le t o la t e Ca r b on i f e r ou s i n a g e .   Th e s e 
f o r m a t i o n s  w e r e a l s o s u b je c t e d  t o c o n t a c t m e t a m o r p h i s m b y t h e 
youn ger gran it e int rus ions .  

 
LATE MESOZOIC 

 
F e l s i c vo lc a n ic r o c k s a n d a s s o c i a t e d p lu t o n i c r o c k s  o f C r e - 

t a c e o u s t o P a le o g e n e a g e a r e w id e ly d i s t r i b u t ed  in  t h e C hū g o k u  
dis t r ict .  

P a r t s  o f t h e s e r o c k s  t o g e t h e r  w i t h  a  s m a l l a m o u n t  o f n o n - 
v o l c a n i c  s e d i m e n t a r y  r o c k s  a r e  e x p o s e d  i n  t h e  a r e a .    N o n - 
v o l c a n i c c l a s t i c m a t e r i a l s  w e r e d e p o s i t e d  f i r s t  i n  a  s m a l l a r e a  
a n d   f o l l o w e d  b y  t h e  e x p l o s i v e  e r u p t i o n s  o f  f e l s i c  v o l c a n i c  
ma t er i a ls .   Th es e r o c k s w er e in t r u d ed b y gra n it i c a n d ga b b r o i c  

r o c k s o f t h r e e d i f f e r e n t  s t a g e s a n d w e r e t r a n s fo r m e d i n t o h o rn - 
fels es n ear th e con ta ct with th e intrus ives .  

 
C la s t ic r o c ks c on s is t in g o f mu d s ton e a n d s a n d s ton e crop ou t  

o n l y i n  a  s m a l l e x t e n t i n  t h e c e n t r a l p a r t  o f t h e m a p p e d  a r e a .  
T h e y  a r e  t h o u g h t  t o  b e  c o n f o r m a b l y  c o v e r e d  b y  p y r o c l a s t i c  
r o c k s ,   t h o u g h  t h e  a c t u a l  c o n t a c t b e t w e e n  t h e s e r o c k s  i s  n o t  
ob ser ve d .  An y fos s i ls h a ve n ot b een f ou n d in t h e c la s t ic r o ck s .  

 
Vo lc a nic roc ks cons ist of tu ff,  lap il l i - tu ff and tu ff-b reccia o f 

d a c it e a n d r h y o l i t e w it h a s ma l l a m o u n t o f a n d e s i t e t u f f - b r e c c i a  
a n d  l a va  f l o w s  o f d a c i t e a n d  r h y o l i t e .    A m o n g t h e m t h e t u f f  
a n d  l a p i l l i - t u f f  a r e  p r e d o m i n a n t  i n  a m o u n t .    T h e  t u f f  i s  
c o m p o s e d  m a in l y o f c r y s t a l f r a g m e n t s  o f q u a r t z ,   p la g i o c l a s e ,  
p o t a s h  f e ld s p a r  a n d  b io t i t e ,   g la s s  s h a r d s  a n d  m in u t e vo l c a n i c  
f r a g m e n t s .    S e c o n d a r y a l t e r a t i o n s  a r e c o m m o n .    M a i n  r o c k  
f r a g m e n t s  i n  t h e l a p i l l i - t u f f a r e d a c i t e ,   r h y o l i t e ,   p o r p h y r i t e ,  
gr a n it e ,   gra n op h yr e ,   p h y l l i t e  a n d   s a n d s t on e .    W e ld ed t u f f  
occurs in s ma ll r es tr ict ed areas .  

T h es e v o lc a n ic r o c k s o c c u p y a r a th e r n a r r o w b e l t e x t en d in g 
f r o m n or th e a s t  t o s ou th w e s t d i r e ct io n  a n d a r e c lo s e ly a s s o c i a t ed  
w ith s ma l l b od ies o f ga b b r o , p orp h yr i t e， g r a n op h yr e a n d gra p h ic  
g r a n i t e i n t ru d in g t h e m .   T h e c lo s e a s s o c i a t i o n  i n  f i e l d  is  a l s o 
o b s e r v e d  i n  t h e a d j a c e n t  a r e a  t o t h e w e s t .    A l l  o f t h e m a r e 
in t ru d ed  b y b io t i t e gra n i t e o f b a th o l i t h i c d im e n s ion .     Ju d g in g 
f r o m t h e d a t a o b ta in e d i n  t h e c e n t r a l C h ū g o k u ,  t h e g e o l o g ic a l  
a g e of t h e vo lc a n i c a n d a s s o c ia t ed c la s t i c r o ck s ma y b e a s s i gn e d  
as la t e Creta ceous .  

 
I nt r u s i ve r o c ks   a r e r ou gh ly d ivid e d in t o t w o gr o u p s b a s e d  

o n  t h e i r  m o d e s  o f o c c u r r e n c e a n d  r o c k  f e a t u r e s  s h o w n  b e lo w :  
1 )  S m a l l b o d i e s  o f g a b b r o ,  p o r p h y r i t e ,  g r a n o p h y r e a n d g r a p h i c 

g r a n i t e c l o s e l y a s s o c i a t e d  w i t h  t h e l a t e C r e t a c e o u s  v o l c a n i c  
rocks 

2 )  B i o t i t e  g r a n i t e  m a s s e s  f o r m in g a  p a r t  o f  b a t h o l i t h i c i n t r u -  
s ions 
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T h e  f i r s t  t y p e  o f  i n t r u s i v e s  s e e m s  t o  h a v e  b e e n  d i r e c t l y  
r e l a t e d  t o t h e v o l c a n i c a c t i v i t y a n d  m a y r e p r e s e n t  s u b v o lc a n i c  
i n t ru s i ve b od ie s  a t t h a t t im e .   Th e s e c o n d  t y p e m a y r e p r e s e n t  
a part of area l ir rupt ion of r ath er h omogen eous gran it e.  

 
NEOGENE TERTIARY 

 
T o t to r i g r o u p  is  e x p o s ed  i n t h e e a s t e r n  p a r t o f t h e m a p p e d  

a r e a  u n c o n f o r m a b l y c o v e r in g t h e w e a k l y m e t a m o r p h o s e d  P a l e o - 
z o i c f o r m a t io n s  a n d t h e l a t e M e s o z o ic（ t o P a le o g e n e） i g n e o u s  
rock s .   I t con s is t s of b a sa l con g lo mera t e ,  vo lca n ic  forma t ion ,  
a n d  a l t e r n a t i o n  o f  c o n g l o m e r a t e ,   s a n d s t o n e a n d  m u d s t o n e  i n  
a s cen d in g ord er .   Am on g t h es e ,  t h e la s t is d is t r i b u t ed on ly i n  
t h e c e n t r a l p a r t  o f t h e s e d im e n t a r y b a s in  o p e n in g t o w a r d  n o r t h 
a n d  n o r t h e a s t .    T h e vo l c a n i c f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  o f p y r o - 
c la s t i c r o ck s a n d la va f lo ws o f a n d es it e ,  b a s a lt ,  t r a ch ya n d es it e  
a n d  s u b o r d in a t e d a c i t e a n d  t r a c h y t e .   O n ly f r a g m e n t s  o f fo s s i l  
l e a v e s  h a v e b e e n  f o u n d  i n  t h e s e d im e n t a r y a s  w e l l a s  t h e v o l -  
can ic forma t ion in th e s ur ve yed area .   Howe ver ,  mol lu s can a nd  
p l a n t  f o s s i l s  i n d i c a t in g m id d l e t o l a t e M i o c e n e a g e h a v e  b e e n  
fo u n d i n  t h e e a s t e r n  e x t e n s io n  o f t h e u p p e r  s e d im e n ta r y f o r m a - 
t i o n wh ich i s w id e ly e xp os ed i n t h e a d ja c en t a r ea .    Th e n t h e 
Tottor i group ma y b e ear ly t o la t e Miocen e in a ge.  

 
“ P I io ce ne ”  vo lc a nic ro c ks u n con for ma b ly co ver t h e P a leo zo i c 

f o r m a t i o n s ,   t h e l a t e M e s o z o i c i g n e o u s  r o c k s  a n d t h e M i o c e n e 
T ot t or i gr o u p in t h e a r ea .   C on s id er in g t h e f ea tu r es o f s u r f a c e 
w ea th e r in g a n d t h e d is s e c t ed t op o g r a p h y ,  t h e y ma y b e P l io c e n e 
in  a g e .    T h e s e v o l c a n i c r o c k s  a r e d i v id e d  i n t o t h e f o l l o w in g 
two par ts a ccord in g t o th e t yp es of erupt ion：  
1 )  T h e l o w e r  p a r t c o m p o s e d  o f t u f f -b r e c c i a ,  vo l c a n ic c o n g l o m - 

erat e and tu ff of and es it e and da cit e 
2) Th e u p p e r p a r t c o m p os e d o f la va f l o w s o f a n d e s it e ,  b a s a lt ,  

t rach yand es it e, da cit e and rh yoli t e 
T h e s e  r o c k s  c o n s t i t u t e  a  v o l c a n i c  s u i t e  c h a r a c t e r i s t i c  o f 

t h e  c i r c u m - P a c i f i c  C e n o z o i c  o r o g e n i c  b e l t .    T h e  c h e m i c a l  
c o m p o s i t i o n  o f t h e  r e p r e s e n t a t i v e  r o c k s  a r e  s h o w n  i n  T a b l e 3  
ins er t ed b etween p .  44 and p .  45 of Text .  

 
QUATERNARY 

 

Rive r t er ra ce de po s it s  a r e d is t r ibu t ed in s ma ll a r e as on th e  
north ern s id e of a t r ibutary of th e Senda i-ga wa( r iver) .  

Ta lus de po s it s  o f la r g e s ca l e cr op ou t on t h e w es tern f o o t  
o f Jū b ō - s a n  i n  t h e w e s t e r n  a r e a  a n d  a l s o o n  t h e n o r t h e r n  s id e 
of th e Sa ji-ga wa( r iver) in th e s ou th ern margina l area .  

Alluvia l de pos its  a r e d ist r ibut ed a lon g th e r iver s of the area .  
A l o n g t h e l o w e r  c o u r s e s o f t h e S e n d a i- g a w a  a n d  i t s  m a in t r i b -  
utar ies , th ey form large f lood p la ins .  

Sa n d d une s  a r e ext en s ive ly d is t r ib u t ed a lon g t h e J a p a n Se a  
coa s t .   Th e d un e sa nd is comp os ed ma in ly o f gra n it ic ma ter ia ls .  

P u mic e be d  i s i n t e r c a l a t e d  i n t h e s a n d d u n e d e p o s i t s a n d  
a l s o c o v e r s  h i l l s  a n d  m o u n t a in s m a d e u p  o f t h e p re - Q u a t e r n a r y 
r o c k s .   T h e p u m ic e o f b io t i t e -h y p e r s t h e n e -h o r n b l e n d e a n d e s i t e  
i s a b o u t  2 m t h i c k i n t h e c o a s t a l a r e a ,  d e c r e a s es  i t s  t h i c k n e s s  
t o w a r d  i n l a n d  a n d  g r a d u a l l y  i n c r e a s e s  t o w a r d  w e s t  a t t a i n i n g 
a b ou t 3 .5 m a t Ku r a y o s h i 38 k m  w e s t -s ou th w es t o f t h e c it y o f 
T o t t o r i .   F r o m t h e p e t r o g r a p h ic s im i l a r i t y a n d  w e s t w a r d  t h i c k - 
en in g o f t h e b e d ,  t h e p u m ic e i s t h o u gh t t o h a ve b e e n s u p p l i e d  
b y t h e e x p lo s i v e e r u p t io n o f D a is e n vo lc a n o l y in g a b o u t  50  k m 
west of th e mapp ed area .  

 

ECONOMIC GEOLOGY 
 

Us e fu l m in era l r es ou r c es a r e ve r y s ca n t y i n t h i s a r ea .   A t  
p r e s e n t ,   o n l y c o a s t a l i r o n  s a n d  d e p o s i t s  a r e w o r k e d  i n  s m a l l  
s ca l e a t Hōg i .   S e r i c i t e d ep o s it s in  t h e gra n it i c i n t ru s i ve s  a n d  
m a n g a n e s e d e p o s i t s  i n  t h e P a l e o z o i c f o r m a t io n s  h a v e b e e n  e x - 
plor ed and work ed．  

H o t s p r in g s  a r e m a in l y l o c a t e d  i n  t h e c o a s t a l a r e a .    T h e 
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h o t  s p r in g s  o f T o t t o r i ,  Y o s h i o k a  a n d  H a m a m u r a  a re t h e l a r g e s t  
a m o n g t h e m .  Th e y m a y b e s u p p l i e d  f r o m s o u r c e s  i n t h e g r a n - 
it e mas s es exp osed th er e.  
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